
野
党
は
利
益
誘
導
と
追
及

勾
留
を
認
め
た
の
は
筋
が
通

ら
な
い
」
と
批
判
。
地
裁
決

定
を
不
服
と
し
て
、
同
日
中

に
準
抗
告
す
る
と
明
ら
か
に

し
た
。

　

オ
マ
ー
ン
の
代
理
店
に
は

２
０
１
２
年
以
降
、
日
産
の

最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

だ
っ
た
ゴ
ー
ン
容
疑
者
が
使

途
を
決
め
て
い
た
「
Ｃ
Ｅ
Ｏ

積
立
金
」
か
ら
奨
励
金
名
目

で
計
約
３
５
億
円
が
支
払
わ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
幹
部
は
ゴ
ー
ン
容
疑

者
と
親
し
く
、
代
理
店
で
経

理
を
担
当
し
て
い
た
が
、
奨

励
金
を
受
け
取
っ
て
も
使
途

を
自
由
に
決
め
ら
れ
な
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
日

産
側
か
ら
の
支
払
い
が
遅
れ

る
と
「
今
年
分
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
と
催
促
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

代
理
店
幹
部
が
代
表
を

　
【
共
同
】
塚
田
一
郎
国
土
交
通
副
大
臣
（
５
５
）
＝
参
院
新
潟
選
挙
区
＝
は
５
日
、

道
路
整
備
を
巡
り
「
安
倍
晋
三
首
相
や
麻
生
太
郎
副
総
理
（
兼
財
務
相
）
が
言
え
な

い
の
で
、
私
が
忖
度
し
た
」
と
発
言
し
た
問
題
の
責
任
を
取
っ
て
辞
任
し
た
。
事
実
上

の
更
迭
で
、
統
一
地
方
選
や
衆
院
大
阪
１
２
区
、
沖
縄
３
区
補
欠
選
挙
へ
の
影
響
を

抑
え
る
た
め
の
判
断
と
み
ら
れ
る
。
野
党
は
公
共
事
業
の
利
益
誘
導
が
あ
っ
た
と
の
疑

念
を
強
め
徹
底
追
及
す
る
構
え
で
、
森
友
、
加
計
学
園
問
題
に
も
つ
な
が
る
「
忖
度

疑
惑
」
が
政
権
に
打
撃
と
な
る
の
は
必
至
だ
。

と
会
い
、
塚
田
氏
を
辞
め
さ

せ
る
と
の
首
相
方
針
を
伝
え

た
。

　

塚
田
氏
は
１
日
、
北
九
州

市
で
開
か
れ
た
福
岡
県
知
事

選
の
応
援
集
会
で
、
首
相
の

地
元
の
山
口
県
下
関
市
と
、

麻
生
氏
の
地
元
の
福
岡
県
を

結
ぶ
下
関
北
九
州
道
路
の
国

首
相
、
忖
度
発
言
巡
り

部
は
、
代
理
店
側
へ
の
支
出

が
ゴ
ー
ン
容
疑
者
側
に
還
流

さ
せ
る
目
的
だ
っ
た
疑
い
が

あ
る
と
み
て
調
べ
て
い
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
ゴ
ー

ン
容
疑
者
は
「
正
当
な
支
出

だ
っ
た
」
と
容
疑
を
否
認
し

て
い
る
。

　

東
京
地
裁
は
５
日
、
ゴ
ー

ン
容
疑
者
の
勾
留
を
認
め
る

決
定
を
し
た
。
弁
護
人
の
弘

中
惇
一
郎
弁
護
士
は
「
証
拠

隠
滅
の
恐
れ
が
な
い
と
判
断

し
て
保
釈
を
認
め
た
の
に
、

　
【
共
同
】
日
産
自
動
車
の

前
会
長
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン

容
疑
者
（
６
５
）
が
、
中
東

オ
マ
ー
ン
の
販
売
代
理
店
側

に
日
産
の
資
金
を
不
正
に
支

出
し
た
と
し
て
会
社
法
違
反

（
特
別
背
任
）
の
疑
い
で
逮

捕
さ
れ
た
事
件
で
、
こ
の
代

理
店
の
幹
部
が
日
産
か
ら
の

振
込
金
に
つ
い
て
「
自
分
に

は
手
が
付
け
ら
れ
な
い
」
と

周
囲
に
話
し
て
い
た
こ
と
が

５
日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で

分
か
っ
た
。
東
京
地
検
特
捜

オ
マ
ー
ン
代
理
店
幹
部

相
は
官
邸
で
記
者
団
に
「
こ

れ
を
機
に
自
ら
の
襟
を
正

し
、
国
民
の
負
託
に
全
身
全

霊
で
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男

代
表
は
、
塚
田
氏
が
忖
度
に

言
及
し
た
「
下
関
北
九
州
道

路
」
の
調
査
費
が
２
０
１
９

年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
経

緯
に
関
し
、
真
相
解
明
を
目

指
す
考
え
を
示
し
た
。

　

塚
田
氏
は
５
日
午
前
、
石

井
啓
一
国
交
相
に
辞
表
を
提

出
。
記
者
団
に
理
由
を
「
行

政
へ
の
信
頼
を
損
ね
国
政
の

停
滞
を
招
い
た
」
と
説
明
し

た
。「
事
実
と
異
な
る
発
言

を
し
て
大
き
な
迷
惑
を
お
掛

け
し
た
」
と
改
め
て
謝
罪
。

議
員
辞
職
は
否
定
し
た
。

　

西
村
康
稔
官
房
副
長
官
は

自
民
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長

塚田一郎氏の国交副大臣辞任について、記者の質問に答える安倍首相＝５
日夕、首相官邸（共同）

塚田国交副大臣を更迭

「
盛
和
塾
」

中
国
は
継
続
へ

京
セ
ラ
稲
盛
氏
、
一
転
容
認

　
【
共
同
】
京
セ
ラ
創
業

者
の
稲
盛
和
夫
名
誉
会
長

（
８
７
）
の
経
営
哲
学
を
若

手
経
営
者
に
伝
授
す
る
勉
強

会
「
盛
和
塾
」
が
、
日
本
な

ど
で
の
活
動
を
２
０
１
９
年

末
で
終
え
た
後
も
、
中
国
で

は
当
面
活
動
を
継
続
す
る
方

針
を
固
め
た
こ
と
が
５
日
、

分
か
っ
た
。
稲
盛
氏
の
経
営

表
明
し
た
。
イ
チ
ロ
ー
元
選

手
は
過
去
に
２
回
、
受
賞
を

辞
退
し
て
お
り
、
今
回
で
３

回
目
と
な
っ
た
。

　

イ
チ
ロ
ー
元
選
手
は
３
月

２
１
日
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
外

野
手
と
し
て
東
京
ド
ー
ム
で

の
公
式
戦
に
出
場
後
、
会
見

し
引
退
を
表
明
。
日
本
政
府

は
日
米
で
長
年
活
躍
し
た
実

績
を
「
数
多
く
の
輝
か
し
い

記
録
を
樹
立
し
た
」（
菅
氏
）

と
高
く
評
価
し
、
国
民
栄
誉

賞
授
与
を
検
討
し
て
い
た
。

　

菅
氏
は
会
見
で
、
３
回
目

の
辞
退
に
関
し
「
本
人
の
気

持
ち
を
尊
重
し
、
今
般
の
現

役
引
退
に
伴
う
検
討
を
見
送

る
こ
と
に
し
た
」と
述
べ
た
。

「
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
方
に

夢
や
希
望
を
与
え
続
け
て
き

た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ

り
、
国
民
と
共
に
今
後
の
活

躍
を
楽
し
み
に
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

政
府
は
イ
チ
ロ
ー
元
選
手

が
大
リ
ー
グ
１
年
目
で
首
位

打
者
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し

た
２
０
０
１
年
と
、
シ
ー
ズ

ン
最
多
安
打
の
新
記
録
を
樹

立
し
た
０
４
年
に
国
民
栄
誉

賞
の
授
与
を
打
診
。
元
選
手

は
０
１
年
に
は
「
ま
だ
若
い

の
で
、
で
き
れ
ば
辞
退
し
た

い
」、０
４
年
に
も
「
プ
レ
ー

を
続
け
て
い
る
間
は
も
ら
う

立
場
に
は
な
い
」
と
し
て
、

い
ず
れ
も
断
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
政

直
轄
調
査
に
触
れ
「
忖
度
し

た
」
と
発
言
。
２
日
に
文
書

で
撤
回
、
謝
罪
し
た
。

　

首
相
は
３
日
の
衆
院
内
閣

委
員
会
で
野
党
に
罷
免
を
求

め
ら
れ
「
本
人
が
し
っ
か

り
説
明
し
、
職
責
を
果
た
し

て
ほ
し
い
」
と
拒
否
。
４

日
の
参
院
決
算
委
で
も
罷
免

を
拒
ん
だ
。
だ
が
、
与
党
か

ら
も
更
迭
を
求
め
る
声
が
出

始
め
、
政
権
運
営
に
響
き
か

ね
な
い
と
み
て
方
針
転
換
し

た
。

　

塚
田
氏
は
麻
生
氏
の
秘
書

な
ど
を
経
て
０
７
年
に
初
当

選
。
昨
年
１
０
月
の
内
閣
改

造
で
国
交
副
大
臣
に
就
任
し

た
。

ゴ
ー
ン
前
会
長
へ
還
流
か

日
産
資
金
「
手
付
け
ら
れ
ず
」

イ
チ
ロ
ー
、国
民
栄
誉
賞
辞
退

「
人
生
の
幕
下
ろ
し
た
時
に
」

世
界
初
、小
惑
星
に
金
属
弾

ブ
タ
を
使
っ
て
人
の
腎
臓
再
生

は
や
ぶ
さ
２
、
実
験
成
功

慈
恵
医
大
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で

　
【
共
同
】
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は

５
日
、
探
査
機
は
や
ぶ
さ
２

が
小
惑
星
り
ゅ
う
ぐ
う
の
表

面
に
金
属
弾
を
撃
ち
込
む
世

界
初
の
実
験
に
成
功
し
た
と

発
表
し
た
。
小
惑
星
の
上
空

で
分
離
し
た
「
衝
突
装
置
」

が
爆
発
し
た
勢
い
で
発
射
さ

れ
た
弾
が
小
惑
星
に
当
た

り
、
岩
石
な
ど
が
宇
宙
空
間

に
噴
出
す
る
様
子
を
カ
メ
ラ

が
捉
え
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
津
田
雄
一
准

教
授
は
記
者
会
見
で
実
験

の
成
功
を
報
告
、「
宇
宙
探

査
の
新
し
い
手
段
を
確
立
し

た
」
と
話
し
た
。
狙
っ
た
通

り
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
が
で
き

た
か
ど
う
か
は
探
査
機
が
上

空
か
ら
近
づ
い
て
カ
メ
ラ
で

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ

の
作
業
は
４
月
下
旬
ま
で
か

か
る
見
通
し
。
津
田
氏
は
噴

出
物
が
見
え
た
こ
と
で
「
ク

レ
ー
タ
ー
が
で
き
た
公
算
が

大
き
い
」
と
し
て
い
る
。

　

小
惑
星
は
天
体
同
士
の
衝

突
で
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
金
属
弾
を
ぶ
つ
け
る

今
回
の
実
験
は
こ
の
過
程
を

ご
く
小
規
模
に
再
現
す
る
こ

府
内
で
は
、
今
回
は
現
役
を

　
【
共
同
】東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
は
５
日
、
２
０
１
８
年
度

の
人
手
不
足
関
連
倒
産
が

前
年
度
比
２
８
・
６
％
増
の

４
０
０
件
と
な
り
、
１
３
年

度
に
調
査
を
始
め
て
以
来
、

最
多
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。

求
人
難
に
よ
る
倒
産
が
大
き

く
増
え
た
。
負
債
総
額
は
計

５
０
５
億
円
。
こ
れ
ま
で
の

最
多
は
１
５
年
度
の
３
４
５

件
だ
っ
た
。

　

要
因
別
の
内
訳
で
み
る

と
、
代
表
者
や
幹
部
役
員
の

死
亡
な
ど
に
よ
る
後
継
者

難
の
倒
産
が
７
・
６
％
増
の

２
６
９
件
で
最
多
だ
っ
た
。

人
手
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
事
業
継
続
に
支
障
が
生
じ

た
求
人
難
が
約
２
・
６
倍
の

７
６
件
、
人
件
費
高
騰
が
約

２
・
１
倍
の
３
０
件
、
従
業

員
の
退
職
が
３
８
・
８
％
増

の
２
５
件
で
続
い
た
。

　
【
共
同
】
世
界
自
然
遺
産

の
北
海
道
・
知
床
で
、
国
土

交
通
省
北
海
道
開
発
局
が
５

日
、
冬
季
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
る
知
床
横
断
道
路
（
国

道
３
３
４
号
）
の
除
雪
作
業

を
報
道
陣
に
公
開
し
た
。
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
大
型
連

休
前
の
開
通
が
目
標
で
、
春

を
迎
え
る
準
備
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
。

　

牧
野
氏
は
、
塚
田
氏
と
同

様
に
内
閣
府
と
復
興
の
副
大

臣
も
兼
務
と
な
っ
た
。

引
退
し
た
た
め
、
打
診
す
れ

ば
受
諾
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
見
方
が
出
て
い
た
。
夏

の
参
院
選
を
前
に
「
政
治
利

用
」
と
の
批
判
を
受
け
な
い

よ
う
丁
寧
に
手
続
き
を
進
め

る
考
え
だ
っ
た
。

　
【
共
同
】
東
京
慈
恵
医
大

と
大
日
本
住
友
製
薬
は
５

日
、人
工
多
能
性
幹
細
胞（
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
）
と
ブ
タ
の
胎
児

組
織
を
使
っ
て
、
人
の
体
内

で
腎
臓
を
作
る
再
生
医
療
の

共
同
研
究
を
始
め
た
と
発
表

し
た
。
サ
ル
で
安
全
性
や

効
果
を
確
認
し
た
後
、
３
年

後
に
人
で
の
臨
床
研
究
に
進

み
、
２
０
２
０
年
代
に
実
用

務
め
る
レ
バ
ノ
ン
の
投
資
会

社
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｆ
ａ
ｉ
ｔ

ｈ　

Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
ｓ
（
Ｇ
Ｆ
Ｉ
）」
に
は
、

幹
部
の
個
人
口
座
な
ど
か
ら

多
額
の
資
金
が
流
れ
て
い
た
。

こ
の
一
部
が
ゴ
ー
ン
容
疑
者

の
妻
が
代
表
を
務
め
る
会
社

に
渡
り
、
ク
ル
ー
ザ
ー
（
約

１
６
億
円
）
の
購
入
代
金
に

充
て
ら
れ
た
疑
い
が
あ
る
。

　

特
捜
部
は
、
１
５
年
１
２

月
〜
１
８
年
７
月
、
日
産
の

子
会
社
「
中
東
日
産
」（
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
か
ら

オ
マ
ー
ン
の
代
理
店
に
約

１
６
億
９
８
０
０
万
円
を

支
出
さ
せ
た
上
で
、
う
ち
約

５
億
６
３
０
０
万
円
を
Ｇ

Ｆ
Ｉ
の
預
金
口
座
に
送
金
さ

せ
た
と
し
て
、
ゴ
ー
ン
容
疑

者
の
４
回
目
の
逮
捕
に
踏
み

切
っ
た
。

　

政
府
は
５
日
の
持
ち
回
り

閣
議
で
塚
田
氏
の
辞
任
を
認
め
、
後
任
に
牧
野
京
夫
参
院

議
員
の
起
用
を
決
め
た
。
首

惑
星
の
上
空
５
０
０
メ
ー
ト

ル
を
自
律
的
に
飛
行
し
な
が

ら
、
衝
突
装
置
と
実
験
撮
影

用
の
カ
メ
ラ
を
分
離
し
た
。

爆
発
し
た
装
置
や
岩
の
破
片

が
当
た
っ
て
機
体
が
損
傷
す

る
恐
れ
も
あ
っ
た
が
、
小
惑

星
の
裏
側
に
避
難
し
、
無
事

だ
っ
た
。
狙
っ
た
の
は
赤
道

付
近
の
直
径
４
０
０
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
で
、
ほ
ぼ
予
定
通

り
の
場
所
に
当
た
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

　
【
共
同
】
米
大
リ
ー
グ
を

引
退
し
た
イ
チ
ロ
ー
元
選

手
（
４
５
）
＝
本
名
鈴
木
一

朗
＝
は
、
国
民
栄
誉
賞
の
受

賞
を
辞
退
す
る
と
代
理
人
を

通
じ
て
日
本
政
府
に
伝
え

た
。
菅
義
偉
官
房
長
官
が
５

日
の
記
者
会
見
で
明
ら
か
に

し
た
。
菅
氏
は
、
政
府
の
打

診
に
対
し
て
元
選
手
側
か
ら

「
人
生
の
幕
を
下
ろ
し
た
時

に
頂
け
る
よ
う
励
み
ま
す
」

と
の
返
答
が
あ
っ
た
と
説
明

し
、
授
与
を
見
合
わ
せ
る
と

と
に
な
り
、
小
惑
星
の
形
成

過
程
を
知
る
手
が
か
り
に
な

り
そ
う
だ
。
ク
レ
ー
タ
ー
が

で
き
て
い
れ
ば
５
月
以
降
に

着
陸
し
、
地
下
に
あ
っ
た
岩

石
の
採
取
を
目
指
す
。

　

探
査
機
は
５
日
午
前
、
地

球
か
ら
３
億
キ
ロ
離
れ
た
小

哲
学
は
中
国
で
も
高
く
評
価

さ
れ
、
塾
生
も
全
体
の
約
半

数
を
占
め
る
な
ど
活
発
な
活

動
が
続
い
て
い
る
た
め
、
稲

盛
氏
自
身
が
一
転
し
て
存
続

を
認
め
た
と
い
う
。

　

盛
和
塾
は
稲
盛
氏
の
経
営

哲
学
を
学
ぶ
勉
強
会
と
し
て

１
９
８
３
年
に
発
足
し
、
現

在
は
国
内
５
６
、
中
国
や
米

国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
海
外

４
８
の
塾
で
計
約
１
万
４
千

人
が
学
ん
で
い
る
。
中
国

で
は
０
７
年
に
最
初
の
塾
が

発
足
し
、
北
京
や
上
海
な
ど

３
７
の
塾
で
計
約
７
千
人
が

中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
稲
盛

氏
の
著
書
を
読
ん
だ
り
、
講

演
の
録
音
を
聞
い
た
り
し
て

勉
強
会
を
続
け
て
い
る
。

　

稲
盛
氏
は
昨
年
１
２
月
、

高
齢
な
ど
を
理
由
に
１
９
年

末
で
塾
の
活
動
を
終
え
て
解

散
す
る
と
発
表
し
た
が
、
そ

の
後
に
中
国
の
塾
生
か
ら
存

続
を
強
く
求
め
る
声
が
上

が
っ
た
た
め
、
中
国
の
塾
関

係
者
と
稲
盛
氏
が
協
議
。
そ

の
結
果
、
日
本
の
塾
事
務
局

は
予
定
通
り
解
散
す
る
が
、

中
国
の
事
務
局
は
当
面
そ
の

ま
ま
残
し
、
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

　

稲
盛
氏
は
京
セ
ラ
を
町
工

場
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に

育
て
上
げ
た
ほ
か
、
経
営
破

綻
し
た
日
本
航
空
の
再
建
に

携
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、

中
国
で
も
経
営
手
腕
や
哲
学

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

化
を
目
指
す
。
慈
恵
医
大
の

横
尾
隆
教
授
は
「
将
来
的
に

臓
器
移
植
に
代
わ
る
治
療
法

に
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

た
だ
ブ
タ
の
細
胞
を
体
内

に
入
れ
る
こ
と
か
ら
予
期
せ

ぬ
問
題
が
起
こ
る
懸
念
が
あ

り
、
慎
重
な
実
施
を
求
め
る

声
も
あ
る
。

　

研
究
は
ま
ず
、
人
工
透
析

を
し
て
い
る
腎
不
全
の
患
者

本
人
や
他
人
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
か
ら
腎
臓
の
も
と
に
な
る

細
胞
を
作
る
。
こ
れ
を
ブ
タ

の
胎
児
の
腎
臓
組
織
に
注
入

し
、「
腎
臓
の
種
」
を
作
製
。

患
者
の
腹
部
に
移
植
す
る
。

　

数
週
間
で
成
長
し
、
尿
を

作
り
出
す
な
ど
腎
臓
と
し
て

機
能
し
始
め
る
と
期
待
さ

れ
、
こ
の
段
階
で
患
者
の
尿

管
と
つ
な
ぐ
。
チ
ー
ム
は
こ

の
方
法
で
患
者
の
透
析
の
回

数
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

腎
臓
は
、
尿
管
や
糸
球
体

な
ど
複
雑
な
構
造
を
持
つ
た

め
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
る

の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て

き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
チ
ー

ム
は
同
様
の
手
法
で
ラ
ッ
ト

の
腎
臓
を
作
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

　

研
究
で
は
、
ブ
タ
の
細
胞

が
患
者
の
体
内
に
入
る
こ
と

か
ら
、
ブ
タ
特
有
の
病
原
体

に
感
染
し
た
り
、
拒
絶
反
応

が
起
き
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

こ
の
た
め
無
菌
環
境
で
育

て
た
特
別
な
ブ
タ
を
使
う
ほ

か
、
拒
絶
反
応
を
抑
え
る
免

疫
抑
制
剤
を
使
用
す
る
。
ま

た
移
植
後
に
薬
で
早
急
に
ブ

タ
由
来
の
細
胞
を
死
滅
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。

　

慢
性
腎
不
全
が
進
行
す
る

と
、
体
内
の
老
廃
物
が
排
出

で
き
ず
、
腎
移
植
か
透
析

治
療
が
必
要
に
な
る
。
腎
臓

の
移
植
件
数
は
限
ら
れ
て
お

り
、
国
内
で
は
約
３
３
万
人

が
透
析
を
受
け
て
い
る
。

人
手
不
足
倒
産

が
過
去
最
多

１
８
年
度
、
求
人
難
要
因
が
急
増

世
界
遺
産
・
知
床

春
の
準
備

横
断
道
路
で
除
雪
作
業
進
む

探査機はやぶさ２が、小惑星りゅうぐうの表面に大きな金属弾を撃ち込む世界初の実
験に成功したと発表し、地下の岩石などが噴出する様子を捉えた画像を示しながら
説明するＪＡＸＡの津田雄一准教授＝５日午後４時３３分、相模原市 ( 共同 )

知
床
横
断
道
路
に
積
も
っ
た
雪
を

勢
い
よ
く
吹
き
飛
ば
す
除
雪
車
。

奥
に
は
国
後
島
が
見
え
る
＝
５

日
、
北
海
道
羅
臼
町
（
共
同
）
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資
源
バ
ブ
ル
期
の
失
政
も
指
摘

と
も
３
人
が
死
亡
し
、
数
十

人
が
負
傷
し
た
。

　

フ
ィ
ル
ミ
ノ
・
フ
ィ
ー

ニ
ョ
同
市
市
長
は
緊
急
事
態

を
宣
言
。
同
地
区
住
民
へ
の

対
応
を
急
が
せ
る
と
共
に
、

他
の
地
区
で
も
倒
壊
な
ど
の

危
険
の
有
無
を
確
認
す
る
よ

う
に
指
示
を
出
し
た
。

　

同
市
で
は
４
月
に
入
っ

て
か
ら
の
４
日
間
だ
け
で

２
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
雨
が

降
っ
て
お
り
、
４
日
夜
も

６
３
ミ
リ
の
降
雨
を
記
録
。

同
日
夜
は
４
月
の
平
均
降
水

量
の
２
４
・
９
％
が
数
時
間

で
降
っ
た
事
に
な
る
が
、
予

報
で
は
今
後
も
数
日
間
、
強

い
雨
が
降
る
と
い
う
。
連
日

の
雨
で
ポ
チ
川
と
パ
ル
ナ
イ

バ
川
の
水
位
は
予
想
以
上
に

上
が
っ
て
お
り
、
川
に
近
い

地
区
に
は
警
報
も
発
せ
ら
れ

た
。

　

強
い
雨
に
よ
る
被
害
は
同

市
に
限
ら
ず
、
４
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
は
、
セ
ア
ラ
州

　

世
界
銀
行
（
本
部
：
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
、
以
後
「
世
銀
」）
は
４
日
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
が
及
ぼ
す
ラ
米
諸
国
の
社
会
指
標
へ
の
影
響
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
伯
国
で
は
、
２
０
１
４
年
〜
１
７
年
に
、
貧
困
層
が
人
口
全
体
の
１
７
・９
％

か
ら
２
１
％
に
増
大
し
た
と
、
５
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

以
下
に
な
っ
た
が
、世
銀
は
、

そ
の
当
時
は
コ
モ
デ
ィ
デ
ィ

輸
出
が
好
調
だ
っ
た
事
が
原

因
と
見
て
い
る
。

　

伯
国
で
は
こ
の
期
間
中
、

Ｐ
Ｔ
政
権
が
ボ
ル
サ
・
フ
ァ

ミ
リ
ア
に
代
表
さ
れ
る
所
得

再
配
分
政
策
を
行
い
、
そ
れ

が
貧
困
層
減
少
に
つ
な
が
っ

た
。
だ
が
、
そ
れ
は
一
時
的

な
減
少
で
、「
職
能
を
高
め

て
よ
り
高
給
な
職
に
就
く
」

と
い
っ
た
、
構
造
的
な
貧
困

脱
出
者
は
少
な
か
っ
た
。

　

世
銀
は
、「
ラ
米
諸
国
、

特
に
南
米
諸
国
の
貧
困
撲
滅

の
取
り
組
み
が
効
果
を
挙
げ

て
い
な
い
現
状
を
考
慮
す
れ

ば
、
貧
困
率
の
増
大
は
驚
き

で
は
な
い
」
と
評
価
し
て
い

る
。
伯
国
は
１
７
年
時
点
で

２
億
９
０
０
万
人
の
人
口
を

抱
え
、
ラ
米
・
カ
リ
ブ
諸
国

総
人
口
の
３
分
の
１
を
占
め

る
た
め
、
影
響
が
大
き
い
。

　

報
告
書
に
は
、「
社
会
発

展
関
連
政
策
は
、
ば
ら
ま
き

よ
り
も
、住
居
、衛
生
、教
育
、

医
療
な
ど
、
基
本
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
重
視
す
る
べ
き
」

　

グ
ア
ラ
レ
マ
の
銀
行
襲
撃

事
件
の
翌
日
、
大
聖
市
圏
ジ

ア
デ
マ
で
ま
た
も
、
通
勤
途

中
の
銀
行
職
員
が
強
盗
犯
に

拘
束
さ
れ
、
身
体
に
爆
発
物

を
取
り
付
け
ら
れ
る
と
い
う

事
件
が
起
こ
っ
た
。
銀
行
員

に
は
携
帯
電
話
の
指
示
で
、

金
を
出
さ
せ
よ
う
と
の
魂
胆

と
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
好

況
期
の
Ｐ
Ｔ
政
権
が
怠
っ
た

部
分
と
い
え
る
。

　

世
銀
は
、
今
年
の
ラ
米
諸

国
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予

測
を
０
・
９
％
に
下
方
修
正

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
地
域
の
牽
引
役
で
あ
る
は

ず
の
、
伯
国
、
メ
キ
シ
コ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
３
カ
国
の

経
済
成
長
が
低
調
ま
た
は
悪

化
し
て
い
る
事
」
と
、「
政

変
の
続
く
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
破

滅
的
状
況
に
あ
る
事
」
を
挙

げ
た
。半
年
前
の
予
測
で
は
、

今
年
の
ラ
米
諸
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
予
測
は
１
・
６
％

だ
っ
た
。

　

伯
国
中
銀
の
経
済
動
向
調

査
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
最
新
版

は
、
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

を
１
・
９
８
％
と
予
想
し
た

が
、世
銀
の
予
想
は
２
・２
％

と
少
し
高
め
だ
。

　

世
銀
の
ラ
米
カ
リ
ブ
諸
国

極
貧
層
は
450
万
人
増
で
ほ
ぼ
倍

で
の
被
害
を
報
道
。
州
都
の

フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
で
は
、
豪

雨
と
な
っ
た
４
日
未
明
の
４

時
間
を
含
め
、
３
日
夜
か
ら

４
日
朝
に
か
け
て
７
１
ミ
リ

の
雨
が
降
り
、
洪
水
や
倒
木

な
ど
の
被
害
が
出
た
。

　

ま
た
、
同
州
内
陸
部
の
ク

ラ
ッ
ト
市
や
海
岸
部
の
イ
カ

ラ
イ
市
カ
ウ
カ
イ
ア
地
区
で

は
土
砂
崩
れ
も
起
き
、
家
屋

倒
壊
や
同
様
の
危
険
が
あ
る

家
屋
も
出
て
い
る
。
グ
ラ
ン

ジ
ャ
市
で
は
コ
レ
ア
ウ
川
が

３
・
６
メ
ー
ト
ル
も
増
水
し

て
氾
濫
、
４
日
午
後
に
は
市

内
各
地
で
、
浸
水
被
害
者
や

被
害
を
回
避
し
よ
う
と
す
る

住
民
が
退
避
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

　

３
日
夜
〜
４
日
朝
の
降
水

量
が
最
も
多
か
っ
た
の
は

　

４
日
夜
、
大
水
に
襲
わ
れ

た
の
は
、
ピ
ア
ウ
イ
州
テ
レ

ジ
ー
ナ
市
南
部
の
パ
ル
ケ
・

ロ
ド
ヴ
ィ
ア
リ
オ
地
区
だ
。

同
地
区
に
は
民
家
よ
り
高
い

位
置
に
活
動
を
停
止
し
た
状

態
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
が
、
大

雨
に
よ
っ
て
敷
地
の
中
に
出

来
た
池
が
溢
れ
、
防
壁
と

な
っ
て
い
た
塀
を
押
し
倒
し

た
た
め
、
４
０
軒
以
上
の
民

家
を
大
水
が
直
撃
。
少
な
く

　

北
東
部
で
は
こ
の
数
日
、

強
い
雨
が
続
い
て
お
り
、
洪

水
そ
の
他
の
被
害
が
出
て
い

る
。
中
で
も
、
ピ
ア
ウ
イ
州

テ
レ
ジ
ー
ナ
で
は
４
日
夜
、

塀
が
壊
れ
、
少
な
く
と
も
３

人
の
死
者
が
出
る
事
故
も
起

き
た
と
、
４
、５
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
間
は
旱
魃
で
苦

し
み
続
け
た
北
東
伯
の
人
々

は
、
秋
に
入
っ
て
降
り
始
め

た
雨
で
一
息
つ
い
た
が
、
こ

こ
数
日
の
雨
は
、
各
地
に
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 テ

レ
ジ
ー
ナ
で
は
３
人
死
亡

危
機
管
理
と
迅
速
対
応
で
評
価

フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
で
も
洪
水

ア
バ
イ
ア
ラ
市
の
１
４
０
ミ

リ
で
、
ク
ラ
ッ
ト
市
１
３
０

ミ
リ
、
ブ
レ
ジ
ョ
サ
ン
ト
市

１
２
４
ミ
リ
な
ど
、
多
く
の

市
が
今
年
に
な
っ
て
か
ら
の

最
大
降
水
量
を
更
新
し
た
。

　

北
東
部
で
は
３
月
３
０
〜

３
１
日
に
も
い
く
つ
か
の
州

で
２
４
時
間
の
降
水
量
が

８
０
ミ
リ
を
超
え
る
な
ど
、

強
い
雨
が
続
き
、
地
盤
が
緩

ん
で
い
る
上
、
天
気
予
報
で

も
連
日
「
強
い
雨
が
続
く
」

と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の

で
、
注
意
が
必
要
だ
。

　

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
サ
ン
ル

イ
ス
市
で
は
３
月
の
降
水

量
が
７
８
０
ミ
リ
と
な
り
、

１
９
７
０
年
の
観
測
開
始
以

降
、
同
月
と
し
て
は
最
大
の

降
水
量
を
更
新
。
こ
れ
ま
で

の
最
高
は
、
１
９
８
６
年
３

月
の
７
３
２
・
４
ミ
リ
だ
っ

た
。

場
（
１
ド
ル
＝
３
・
８
５
レ

ア
ル
）
で
み
れ
ば
、
５
・
５

ド
ル
は
２
１
・
２
レ
で
、
月

収
換
算
で
は
６
３
６
レ
だ
。

　

世
銀
は
、
日
収
１
・
９
ド

ル
（
７
・
３
レ
ア
ル
）
以
下

の
「
極
貧
層
」
の
デ
ー
タ
も

取
っ
て
い
る
。
伯
国
の
極
貧

層
は
同
期
間
中
に
、
５
６
０

万
人
か
ら
１
０
１
０
万
人
に

と
４
５
０
万
人
（
８
０
％
）

増
加
。
貧
困
者
層
に
占
め

る
割
合
も
、
１
５
・
４
％
が

２
３
％
に
拡
大
し
た
。

　

世
銀
は
「
ラ
米
諸
国
は
世

界
経
済
の
景
気
変
動
に
左
右

さ
れ
や
す
い
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

輸
出
に
頼
っ
て
い
る
か
ら
、

貧
困
層
に
し
わ
寄
せ
が
行
き

や
す
い
」
と
警
告
し
て
い

る
。
伯
国
で
は
２
０
０
３
年

〜
１
３
年
に
貧
困
層
が
半
分

死者も出たテレジーナ市パルケ・ロドヴィアリ
オ地区（５日付Ｇ１サイトの記事の一部）

ブラジリア、大統領宮から２キロの距離に住む家族
（参考画像・fl ickr / PT）

ば
ら
ま
き
よ
り
基
本
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

エスタード紙

担
当
副
総
裁
の
ア
ク
セ
ル
・

ト
ロ
セ
ン
ブ
ル
グ
氏
は
、「
昨

今
は
世
界
経
済
の
強
い
追
い

風
が
期
待
で
き
な
い
時
代
だ

か
ら
、
ラ
米
諸
国
が
持
続
的

か
つ
貧
困
層
を
置
き
去
り
に

し
な
い
経
済
成
長
を
達
成
す

る
に
は
、
各
国
の
必
要
に
応

じ
た
根
本
改
革
の
実
施
が
重

要
」
と
語
っ
て
い
る
。

だ
っ
た
が
、
警
察
の
特
殊
戦

術
行
動
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
）
が
出
動
し
、
事
な
き
を

得
た
。
被
害
に
あ
っ
た
銀
行

は
前
日
グ
ア
ラ
レ
マ
市
で
襲

わ
れ
た
の
と
同
じ
サ
ン
タ
ン

デ
ー
ル
銀
行
だ
。
容
疑
者
、

共
犯
者
は
逮
捕
さ
れ
た
も
の

の
、
あ
の
手
こ
の
手
で
強
盗

を
試
み
る
輩
と
警
察
の
い
た

ち
ご
っ
こ
は
ま
だ
ま
だ
続
き

そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

元
ス
タ
ー
裁
判
官
の
セ
ル

ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
が
、
４
日

の
午
前
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ

ウ
ン
ト
（@

SF
_M
o
ro

）

を
開
設
し
た
。
初
の
つ
ぶ
や

き
は
「
こ
ん
に
ち
は
み
な
さ

ん
。
こ
れ
は
本
当
に
私
の
も

の
で
す
」
と
い
う
も
の
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
社
も
、
有
名
人
に

付
け
る
本
人
認
証
マ
ー
ク
を

す
ぐ
に
つ
け
た
。
法
相
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
開
始
の
理
由
を
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ツ
ー
ル
と
し
て
強
力
。
こ
こ

で
法
相
と
し
て
、
法
案
内
容

を
直
接
国
民
に
説
明
し
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
選
手
権
の
決
勝
進
出

を
か
け
、
聖
州
の
名
門
４
強

が
準
決
勝
で
争
っ
て
い
る
最

中
だ
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ

を
の
ぞ
く
３
チ
ー
ム
は
今
週

の
平
日
に
別
の
大
会
の
試
合

に
臨
み
、
し
か
も
、
３
チ
ー

ム
と
も
敗
れ
た
。
試
合
間
隔

が
詰
ま
っ
て
い
る
た
め
、
疲

労
を
考
慮
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
一
部
を
温
存
し
た
チ
ー
ム

や
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
起
用
し

た
が
、
ど
う
し
て
も
州
選

手
権
準
決
勝
の
事
が
気
に
な

り
、
集
中
し
き
れ
な
か
っ
た

チ
ー
ム
な
ど
、
状
況
は
様
々

だ
。
回
復
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
集
中
で
き
た
サ
ン
パ
ウ
ロ

Ｆ
Ｃ
は
、
日
曜
日
に
鬼
門
と

な
る
敵
地
で
の
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
戦
。
今
度
は
勝
て
る
か
？

　
【
既
報
関
連
】
４
日
未
明

に
大
聖
市
圏
グ
ア
ラ
レ
マ
市

で
発
生
し
た
銀
行
強
盗
未
遂

事
件
で
は
、
容
疑
者
１
１
人

が
死
亡
し
、
１
０
人
以
上
が

逃
亡
し
た
。
逃
亡
者
の
捜
索

は
翌
５
日
も
続
き
、
昼
過
ぎ

の
段
階
で
強
盗
関
与
容
疑
者

４
人
、
逃
亡
幇
助
容
疑
者
２

人
の
計
６
人
が
逮
捕
さ
れ
た

と
、
５
日
付
伯
字
各
紙
・
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

５
日
に
捕
ま
っ
た
の
は
、

強
盗
関
与
容
疑
の
男
性
１
人

と
、
森
に
逃
げ
込
ん
だ
容
疑

者
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
た

２
人
の
女
性
だ
っ
た
。

　

聖
州
軍
警
の
ア
ル
ヴ
ァ

ロ
・
カ
ミ
ロ
大
佐
は
、
銀
行

の
自
動
支
払
機
を
破
壊
し
、

金
を
奪
お
う
と
し
た
集
団
は

合
計
２
０
〜
２
５
人
と
の
見

解
を
前
日
よ
り
継
続
し
た
。

　

４
日
午
前
３
時
頃
に
銀
行

支
店
で
爆
発
が
起
き
た
時
、

警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
警
察

は
現
場
に
急
行
し
た
。
聖
州

保
安
局
に
よ
る
と
、
追
跡
と

銃
撃
戦
は
市
内
５
カ
所
で
発

生
、
作
戦
に
は
、
特
殊
戦
術

行
動
グ
ル
ー
プ（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
）

と
巡
回
機
動
隊
（
Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ａ
）、
特
別
作
戦
コ
マ
ン
ド

（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
ら
の
精
鋭
が
参

加
し
た
。

　

警
察
は
、
強
盗
集
団
は
金

を
奪
う
事
に
失
敗
し
た
と
も

発
表
。
今
回
犯
行
に
及
ん
だ

グ
ル
ー
プ
は
、
少
な
く
と
も

９
カ
月
以
上
前
か
ら
ソ
ロ
カ

バ
地
方
の
組
織
犯
罪
対
策
特

別
班
が
マ
ー
ク
し
て
い
た
。

　

事
件
の
捜
査
は
聖
州
市
警

の
組
織
犯
罪
捜
査
課
（
Ｄ
ｅ

ｉ
ｃ
）
が
行
う
。
ア
ダ
ウ
ベ

ル
ト
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
警
部
は
、

「
強
盗
を
試
み
た
２
０
数
人

の
グ
ル
ー
プ
の
背
後
に
、
よ

り
大
き
な
組
織
が
存
在
す
る

事
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

前
市
長
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
氏
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
が
聖
州
知
事
選
出
馬

に
伴
っ
て
離
任
し
た
事
で
、

副
市
長
だ
っ
た
ブ
ル
ー
ノ
・

コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

が
聖
市
長
の
座
に
就
い
て
か

ら
１
年
が
経
っ
た
。

　

就
任
早
々
の
セ
ン
ト
ロ
で

の
大
型
ビ
ル
火
災
か
ら
始
ま

り
、
１
１
月
に
は
マ
ル
ジ
ナ

ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
の
高
速

車
線
の
橋
が
大
き
く
ず
れ
る

事
故
も
発
生
。
年
明
け
か
ら

は
頻
発
す
る
大
雨
に
よ
る
大

水
、
浸
水
な
ど
の
災
害
に
襲

わ
れ
る
中
、
新
市
長
の
１
年

を
５
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

振
り
返
っ
た
。

　

火
災
で
焼
け
落
ち
た
２
４

階
建
て
の
ビ
ル
に
は
、
２
９

０
世
帯
余
り
が
不
法
占
拠
し

て
住
ん
で
い
た
。
市
長
は
事

故
後
す
ぐ
、
市
内
７
０
カ
所

の
不
法
占
拠
建
築
物
の
調
査

を
行
い
、
３
カ
所
を
閉
鎖
し

た
。「
そ
の
場
の
必
要
に
応

え
る
だ
け
で
な
く
、
再
発
を

防
ぐ
と
い
う
、
将
来
的
な
観

点
か
ら
も
動
く
事
が
で
き
た

の
は
収
穫
」
と
語
る
。

　

行
動
の
迅
速
性
と
正
確
性

は
、
マ
ル
ジ
ナ
ル
・
ピ
ニ
ェ

イ
ロ
ス
の
高
架
橋
が
ず
れ
た

時
に
、
素
早
く
他
の
橋
の
強

度
検
査
を
調
査
さ
せ
た
際
に

も
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
就
任
直
後
は
前
任

者
の
ド
リ
ア
氏
が
残
し
た
ス

タ
ッ
フ
、
計
画
を
継
続
さ

せ
て
い
た
が
、
ド
リ
ア
氏
が

１
０
月
の
知
事
選
で
勝
利

し
、
聖
州
知
事
に
就
任
し
た

あ
た
り
か
ら
独
自
色
を
出
し

始
め
た
。
２
月
に
発
表
さ
れ

た
、
セ
ン
ト
ロ
活
性
化
計
画

や
ミ
ニ
ョ
コ
ン
を
活
用
し
て

の
空
中
公
園
構
想
が
そ
の
例

だ
。

　

市
長
は
、「
ド
リ
ア
前
市

長
が
自
分
に
近
い
ス
タ
ッ
フ

を
州
政
に
連
れ
て
い
っ
た
か

ら
、
自
分
で
人
選
を
し
た
だ

け
」
と
し
、
昨
年
中
は
前
市

政
に
手
足
を
縛
ら
れ
て
い
た

訳
で
も
、
今
に
な
っ
て
前
任

者
の
色
を
排
除
し
て
い
る
訳

で
も
な
い
と
強
調
し
た
。

　

市
長
は
さ
ら
に
、
清
掃
事

業
や
バ
ス
運
営
事
業
の
入
札

も
行
っ
た
し
、
イ
ビ
ラ
プ

エ
ラ
公
園
、
パ
カ
エ
ン
ブ
ー

競
技
場
、
サ
ン
ト
ア
マ
ー
ロ

市
場
の
民
営
化
も
動
き
始
め

た
。
だ
が
、
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー

総
合
施
設
の
経
営
権
入
札
は

ま
だ
果
た
せ
て
い
な
い
（
今

週
に
延
期
）。

　

ま
た
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長

は
、
バ
ス
会
社
へ
の
補
助
金

削
減
の
た
め
に
、
通
勤
用
ビ

リ
ェ
ッ
テ
・
ウ
ニ
コ
の
利
用

回
数
を
制
限
す
る
、
市
職
員

の
年
金
負
担
率
ア
ッ
プ
な
ど

の
、
不
人
気
政
策
に
も
手
を

つ
け
た
。
同
市
長
は
、
諸

政
策
に
伴
う
経
済
効
果
に

よ
っ
て
、
樹
木
の
枝
払
い
か

ら
橋
の
安
全
性
確
保
な
ど
に

至
る
保
守
・
管
理
費
を
、
任

期
最
終
年
と
な
る
来
年
に
は

１
５
億
レ
に
で
き
る
（
現
状

は
５
億
レ
）と
考
え
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
連
邦

地
裁
が
４
日
、
連
邦
検
察
庁

聖
州
支
局
提
出
の
ミ
シ
ェ

ル
・
テ
メ
ル
前
大
統
領
に
対

す
る
起
訴
状
を
受
理
し
た
と

４
、５
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

前
大
統
領
は
４
件
目
の
裁
判

で
の
被
告
と
な
っ
た
。

　

聖
州
地
裁
が
受
理
し
た
起

訴
状
は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
の
一
環
で

摘
発
さ
れ
た
、
リ
オ
州
の
ア

ン
グ
ラ
３
原
子
力
発
電
所
の

建
設
事
業
絡
み
の
賄
賂
が
、

前
大
統
領
の
娘
マ
リ
ス
テ
ラ

氏
の
自
宅
改
修
に
使
わ
れ
た

疑
惑
に
関
す
る
も
の
だ
。

　

同
件
で
は
、
前
大
統
領
と

マ
リ
ス
テ
ラ
氏
、
前
大
統
領

の
友
人
の
退
役
軍
警
で
、
賄

賂
の
仲
介
に
使
わ
れ
た
ア
ル

ジ
ェ
プ
ラ
ン
社
社
主
の
ジ
ョ

ア
ン
・
バ
チ
ス
タ
・
リ
マ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
氏
、
そ
の
妻
の

マ
リ
ア
・
リ
タ
・
フ
ラ
テ
ジ

氏
が
被
告
と
な
っ
た
。

　

検
察
は
、
改
修
費

１
６
０
万
レ
ア
ル
は
、
テ
メ

ル
氏
に
代
表
さ
れ
る
民
主
運

動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
幹
部
ら
に
よ

る
汚
職
行
為
で
、
ア
ル
ジ
ェ

プ
ラ
ン
社
の
仲
介
で
支
払
わ

れ
た
ア
ン
グ
ラ
３
絡
み
の
賄

賂
の
一
部
と
し
て
起
訴
。
前

大
統
領
ら
は
収
賄
や
資
金
洗

浄
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
氏
は
既
に
、
ア
ン

グ
ラ
３
関
連
疑
惑
の
裁
判
２

件
で
被
告
と
な
っ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月5日午後 5時現在
米ドル相場

売　3.730  R$
買　3.710  R$

円相場
売　0.0347  R$
買　0.0347  R$

３年で７５０万人が貧困層に転落
　

貧
困
層
の
定
義
は
、「
日

収
５
・
５
ド
ル
以
下
で
暮
ら

す
人
」
で
、
伯
国
で
の
実
数

は
、
３
６
５
０
万
人
か
ら
４

４
０
０
万
人
へ
と
７
５
０
万

人
増
え
た
。
４
日
の
為
替
相

こ
れ
ら
２
件
は
リ
オ
州
の
Ｌ

Ｊ
裁
判
と
し
て
扱
わ
れ
て
お

り
、
一
件
で
は
公
金
横
領
罪

と
資
金
洗
浄
、
も
う
一
件
で

は
贈
収
賄
と
資
金
洗
浄
の
罪

に
問
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
直
轄
区
の
連

邦
地
裁
も
先
週
、
食
肉
大
手

の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
絡
み
の
収
賄
疑

惑
で
前
大
統
領
へ
の
起
訴
状

を
受
理
し
た
。
同
件
は
、
前

大
統
領
の
元
補
佐
官
だ
っ
た

ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ
ッ
シ
ャ
・
ロ

ウ
レ
ス
元
下
議
が
、
５
０
万

レ
ア
ル
入
り
の
ト
ラ
ン
ク
を

持
っ
て
車
に
乗
り
込
む
映
像

な
ど
で
広
く
知
ら
れ
た
。
だ

が
、
当
時
は
テ
メ
ル
氏
が
大

統
領
職
に
あ
っ
た
た
め
、
下

院
が
最
高
裁
で
の
審
理
開
始

を
差
し
止
め
、
審
理
が
中
断

し
て
い
た
。
今
回
は
、
退
任

後
と
い
う
事
で
、
連
邦
直
轄

区
地
裁
の
管
轄
と
な
っ
た
。

捜
査
継
続
で
さ
ら
に
６
人
逮
捕

「
裏
に
大
型
組
織
」と
警
察

コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖
市
長
の
１
年
を
採
点

世 銀
レポート

北
東
部
で
続
く
大
雨
の
被
害

（２）２０１９年 第５２１６号 ４月 ６日 （土曜日）

聖 　 州
グアラレマ市

今
度
は
聖
州
の
Ｌ
Ｊ
で
被
告
に

逮
捕
劇
以
降
、既
に
４
件
目

テメル
前大統領



　

今こ

年と
し

の
春は

る

、
北き

た

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
南み

な
み
は
ギ
リ
シ
ャ
ま
で

欧お
う

州し
ゅ
うを
回ま

わ

っ
て
、
お
み
や
げ
に
ポ
ケ
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
入い

り
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配く

ば

っ
た
ら
、
各か

く

地ち

で
大だ

い

人に
ん

気き

だ
っ
た
。
息む

す

子こ

が
ポ
ケ
モ
ン
に
熱ね

っ

中ち
ゅ
うし
て
い
る
、
と
か
、
孫ま

ご

が
大だ

い

好す

き
だ
、

な
ど
、
ポ
ケ
モ
ン
を
知し

ら
な
い
人ひ

と

は
一ひ

と

人り

も
い
な
か
っ
た
。

　

人に
ん

間げ
ん

が
様さ

ま

々ざ
ま

な
ポ
ケ
ッ
ト
・
モ
ン
ス
タ
ー
と
心こ

こ
ろ
を
通か

よ

わ
せ

る
、
と
い
う
の
は
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
か
ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
は
み
出だ

し
た
神し

ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

だ
。
人に

ん

間げ
ん

以い

外が
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
生せ

い

物ぶ
つ

・
無む

生せ
い

物ぶ
つ

に
精せ

い

霊れ
い

が
宿や

ど
っ
て
い
る
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
、西せ

い

洋よ
う

で
は

「
原げ

ん

始し

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う」
と
し
て
見み

下く
だ

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ポ
ケ

モ
ン
に
夢む

中ち
ゅ
うに
な
っ
て
育そ

だ

っ
た
欧お

う

米べ
い

の
子こ

供ど
も

た
ち
は
、
キ
リ
ス

ト
教き

ょ
うの
神か

み

よ
り
も
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
方ほ

う

に
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
覚お

ぼ

え
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
サ
ン
マ
リ
ノ
の
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

大た
い

使し

に
し
て
在ざ

い

日に
ち

外が
い

交こ
う

団だ
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る

マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
氏し

と
外が

い

交こ
う

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の
加か

瀬せ

英ひ
で

明あ
き

氏し

と
の

対た
い

談だ
ん

集し
ゅ
う『
神し

ん

道と
う

が
世せ

界か
い

を
救す

く

う
』[

１]

を
読よ

む
と
、
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

が
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
問も

ん

題だ
い

か
ら
世せ

界か
い

を
救す

く

う
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
こ
と
が
説と

か
れ
て
お
り
、
ポ
ケ
モ
ン
が
そ
の
旗は

た

振ふ

り

役や
く

に
な
る
の
で
は
、
と
期き

待た
い

を
も
っ
た
。

　

カ
デ
ロ
氏し

は
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

４
０
年ね

ん

を
超こ

し
、
す
で
に
８
０
カ

所し
ょ

以い

上じ
ょ
うの
神じ

ん

社じ
ゃ

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
て
い
る
。
本ほ

ん

書し
ょ

で
も
伊い

勢せ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

の
式し

き

年ね
ん

遷せ
ん

宮ぐ
う

へ
の
参さ

ん

列れ
つ

、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
宗

む
な
か
た

像
大た

い

社し
ゃ

の
「
み
あ

れ
祭さ

い

」
へ
の
参さ

ん

加か

な
ど
を
語か

た

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
出で

羽わ

三さ
ん

山ざ
ん

を
訪お

と
ずれ
た
時と

き

の
体た

い

験け
ん

を
引い

ん

用よ
う

し
よ
う
。

〈
カ
デ
ロ
〉

　
神し

ん

道と
う

は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
原げ

ん

型け
い

で
す
ね
。
こ
の
原げ

ん

型け
い

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
つ
く
っ
て
き
た
し
、
い
ま
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
出で

羽わ

三さ
ん

山ざ
ん

を
訪お

と
ずれ
る
と
、
森し

ん

林り
ん

の
霊れ

い

気き

を
い
っ
ぱ
い
に
感か

ん

じ

ま
す
。

ポ
ケ
モ
ン
が
広ひ

ろ

め
る
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

　

～
マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
、
加か

瀬せ

英ひ
で

明あ
き

　
　
　
　
　
　
『
神し

ん

道と
う

が
世せ

界か
い

を
救す

く

う
』を
読よ

む

２０１８年
ねん

１２月
がつ

３０日
にち

版
ばん

　
樹じ

ゅ

木も
く

は
、
私わ

た
した
ち
と
同お

な

じ
よ
う
に
呼こ

吸き
ゅ
うし
て
い
ま
す
。

　

樹じ
ゅ

木も
く

は
人に

ん

間げ
ん

に
と
っ
て
有ゆ

う

害が
い

な
二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

を
吸す

い
込こ

ん

で
、
新し

ん

鮮せ
ん

な
酸さ

ん

素そ

を
私わ

た
した
ち
へ
の
贈お

く

り
物も

の

と
し
て
い
っ
ぱ
い
吐は

き
出だ

し
て
く
れ
る
か
ら
、
き
っ
と
、
霊れ

い

気き

を
感か

ん

じ
る
の
で
し
ょ

う
。・
・
・

　
三さ

ん

山ざ
ん

は
、
月が

っ

山さ
ん

、
湯ゆ

殿ど
の

山さ
ん

、
羽は

黒ぐ
ろ

山さ
ん

の
三み

っ

つ
の
峰み

ね

で
す
が
、

の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
木き

の
香か

が
ま
じ
っ
た
清き

よ

い
空く

う

気き

が
胸む

ね

を
み

た
し
て
、し
だ
い
に
心し

ん

身し
ん

が
安や

す

ら
ぎ
ま
す
。
い
き
い
き
と
し
て
、

豊ゆ
た

か
な
、
贅ぜ

い

沢た
く

な
体た

い

験け
ん

で
す
ね
。・
・
・

　
樹じ

ゅ

木も
く

や
森し

ん

林り
ん

が
信し

ん

仰こ
う

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
が
、
よ
く

理り

解か
い

で
き
ま
す
ね
。

　

そ
し
て
、
山や

ま

は
、
天て

ん

と
大だ

い

地ち

が
接せ

っ

す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、

霊れ
い

気き

を
感か

ん

じ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
山や

ま

は
水み

ず

の
源

み
な
も
とで
す
。
現げ

ん

代だ
い

人じ
ん

は
日に

ち

常じ
ょ
う、
水み

ず

の
有あ

り

難が
た

さ
を
意い

識し
き

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔む

か
しの
人ひ

と

々び
と

は
生

い
の
ち

命

を
支さ

さ

え
て
く
れ
る
水み

ず

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
山や

ま

に
、
大お

お

き
な

恵め
ぐ

み
を
感か

ん

じ
た
の
で
し
ょ
う
。[

１
， Ｐ
３
１]

　

カ
デ
ロ
氏し

が
「
神し

ん

道と
う

は
信し

ん

ず
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感か

ん

じ
る
も
の
で
す
」
と
言い

う
の
も
、
こ
う
い
う
体た

い

験け
ん

か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
感か

ん

じ
方か

た

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
誰だ

れ

で
も
経け

い

験け
ん

し
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

カ
デ
ロ
氏し

の
言い

う
「
神し

ん

道と
う

は
感か

ん

じ
る
も
の
」
は
上

じ
ょ
う

記き

の
体た

い

験け
ん

か
ら
も
よ
く
分わ

か
る
が
、「
信し

ん

ず
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
言こ

と

葉ば

は
、
も
う
少す

こ

し
説せ

つ

明め
い

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
氏し

は
、
対た

い

談だ
ん

の
中な

か

で
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

〈
カ
デ
ロ
〉

　
神じ

ん

社じ
ゃ

は
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
教

き
ょ
う

会か
い

や
仏ぶ

っ

教き
ょ
うの
寺て

ら

に
見み

ら
れ
る

よ
う
な
、
神か

み

か
仏ほ

と
けを
「
信し

ん

じ
れ
ば
、
救す

く

わ
れ
る
と
、
脅

き
ょ
う

迫は
く

ー
ー

い
や
説と

い
た
り
勧か

ん

誘ゆ
う

し
た
り
す
る
こ
と
が
、
ま
っ
た
く
行お

こ
なわ
れ

ま
せ
ん
。

　
神し

ん

道と
う

に
は
、天て

ん

国ご
く

も
地じ

獄ご
く

も
な
く
て
、賞し

ょ
うも
罰ば

つ

も
な
い
の
も
、

大お
お

き
な
特と

く

徴ち
ょ
うで
す
ね
。[

１
， ｐ
７
６]

　
こ
の
点て

ん

を
加か

瀬せ

氏し

は
こ
う
補ほ

足そ
く

す
る
。

〈
加か

瀬せ

〉

　
英え

い

語ご

の
「
レ
リ
ジ
ョ
ン
（
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う）」
も
同お

な

じ
よ
う
に
ラ
テ
ン

語ご

を
根ね

っ
こ
に
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
テ
ン
語ご

で
は
「
レ
リ
ギ
オ
」

ｒ
ｅ
ｌ
ｉｇ
ｉ
ｏ 

で
、
レ
リ
ギ
オ
の
類る

い

語ご

の
「
レ
リ
ガ
ー
レ
」

ｒ
ｅ
ｌ
ｉｇ
ａ
ｒ
ｅ 

は
、「
縛し

ば

る
、
固か

た

く
縛し

ば

る
、
束そ

く

縛ば
く

す
る
」

を
意い

味み

し
て
い
ま
す
。

　
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うは
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
か
な
ら
ず
束そ

く

縛ば
く

し
ま
す
。
し
か
し
、
神し

ん

道と
う

は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うや
仏ぶ

っ

教き
ょ
うと
ち
が
っ

て
、
人ひ

と

を
束そ

く

縛ば
く

す
る
教

き
ょ
う

義ぎ

や
戒か

い

律り
つ

が
、
い
っ
さ
い
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い

ま
せ
ん
。[

１
， ｐ
４
６]

　
「
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う」
と
は
「
縛し

ば

る
」
も
の
で
あ
り
、「
人ひ

と

を
束そ

く

縛ば
く

す
る

教き
ょ
う

義ぎ

や
戒か

い

律り
つ

」
か
ら
な
る
、
と
い
う
定て

い

義ぎ

を
踏ふ

ま
え
れ
ば
、

神し
ん

道と
う

は
「
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う」
で
は
な
い
、
と
い
う
お
二ふ

た

人り

の
指し

摘て
き

が
腑ふ

に

落お

ち
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
カ
デ
ロ
氏し

は
、
神し

ん

道と
う

は
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うで
は

な
い
か
ら
、
他た

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うと
も
両

り
ょ
う

立り
つ

す
る
と
い
う
。

〈
カ
デ
ロ
〉

　
私わ

た
しは
イ
タ
リ
ア
の
古こ

都と

で
あ
る
シ
エ
ナ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

家か

庭て
い

で
育そ

だ

ち
ま
し
た
。・
・
・

　
幼よ

う

児じ

洗せ
ん

礼れ
い

を
受う

け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

徒と

な
の
で
す
が
、
キ
リ

ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

で
あ
る
こ
と
と
神し

ん

道と
う

を
受う

け
入い

れ
る
こ
と
に
、
何な

に

一ひ
とつ
矛む

盾じ
ゅ
んが
な
い
と
確か

く

信し
ん

し
て
い
ま
す
。[

１
， ｐ
４
０]

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
うが
発は

っ

達た
つ

す
る
と
、
そ
れ
を
専せ

ん

門も
ん

に
説と

く
神し

ん

父ぷ

や
お
坊ぼ

う

さ
ん
の
よ
う
な
人ひ

と

々び
と

が
現あ

ら
わ
れ
、
そ
れ
が
組そ

織し
き

化か

さ
れ
て
教

き
ょ
う

団だ
ん

が
で
き
る
。

〈
カ
デ
ロ
〉

　
い
っ
た
ん
教

き
ょ
う

団だ
ん

に
な
る
と
、そ
の
教

き
ょ
う

団だ
ん

の
力ち

か
らを
増ま

す
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
信し

ん

者じ
ゃ

を
増ふ

や
し
て
財ざ

い

力り
ょ
くを
蓄た

く
わ
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
、
他た

宗し
ゅ
うが
す
べ
て
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
て
競

き
ょ
う

争そ
う

し
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
激は

げ

し
い
競

き
ょ
う

争そ
う

と
似に

て
い
ま
す
ね
。（
笑わ

ら
い）

　
す
る
と
、
教

き
ょ
う

団だ
ん

を
維い

持じ

し
拡か

く

大だ
い

す
る
こ
と
が
、
目も

く

的て
き

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
ば
し
ば
信し

ん

仰こ
う

そ
の
も
の
よ
り
も
、
教

き
ょ
う

団だ
ん

を
維い

持じ

し
拡か

く

大だ
い

す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、目も

く

的て
き

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。[

１
， 

ｐ
７
５]

〈
カ
デ
ロ
〉

　
他た

宗し
ゅ
うの
信し

ん

者じ
ゃ

を
、
神し

ん

道と
う

に
改か

い

宗し
ゅ
うさ
せ
よ
う
と
も
し
ま
せ
ん

ね
。

　
神し

ん

道と
う

は
他た

宗し
ゅ
うと
競き

そ

お
う
と
ま
っ
た
く
し
な
い
か
ら
で
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
な
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うは
、
世せ

界か
い

の
ど
こ
に
も
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
ま

せ
ん
。[

１
， ｐ
４
９]

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
うど
う
し
の
競

き
ょ
う

争そ
う

を
コ
ン
ビ
ニ
業

ぎ
ょ
う

界か
い

に
譬た

と

え
れ
ば
、
神し

ん

道と
う

と
は
競き

そ

う
合あ

う
コ
ン
ビ
ニ
店て

ん

の
間あ

い
だに
挟は

さ

ま
れ
た
公こ

う

園え
ん

の
よ
う
な

も
の
だ
。
公こ

う

園え
ん

は
コ
ン
ビ
ニ
店て

ん

と
は
競き

そ

わ
な
い
。
た
だ
双そ

う

方ほ
う

の

コ
ン
ビ
ニ
店て

ん

の
客き

ゃ
く
も
店て

ん

員い
ん

も
、
一い

っ

緒し
ょ

に
一ひ

と

休や
す

み
で
き
る
場ば

所し
ょ

で

あ
る
。

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うも
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うと
し
て
教

き
ょ
う

団だ
ん

を
持も

ち
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
得え

よ
う
と
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
激げ

き

烈れ
つ

さ
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・

イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うは
特と

く

別べ
つ

だ
。

〈
加か

瀬せ

〉

　
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うに
、
全ぜ

ん

能の
う

の
神か

み

か
ら
授さ

ず

か
っ
た
、「
モ
ー
ゼ
の

十じ
っ

戒か
い

」
と
し
て
も
知し

ら
れ
る
、「
天て

ん

主し
ゅ

の
十じ

っ

戒か
い

」
が
あ
り
ま
す

が
、
第だ

い

一い
ち

戒か
い

目め

が
「
あ
な
た
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
、
他ほ

か

に

神か
み

を
崇あ

が

め
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。・
・
・

カ
デ
ロ　
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うは
、
自じ

分ぶ
ん

だ
け

が
絶ぜ

っ

対た
い

に
正た

だ

し
い
か
ら
、
他た

宗し
ゅ
うが
す
べ
て
邪じ

ゃ

教き
ょ
うと
な
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。[

１
， ｐ
４
８]

　

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うは
他た

宗し
ゅ
う

教き
ょ
うの
神し

ん

殿で
ん

や
彫

ち
ょ
う

像ぞ
う

破は

壊か
い

を
平へ

い

気き

で
行お

こ
な
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ア
ン
の
石せ

き

仏ぶ
つ

を
イ
ス
ラ
ム
過か

激げ
き

派は

の
タ
リ
バ
ン
政せ

い

権け
ん

が
爆ば

く

破は

し
た
が
、
こ

う
し
た
蛮ば

ん

行こ
う

は
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うに
限か

ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

〈
加か

瀬せ

〉

　
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

が
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

化か

す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

に

よ
っ
て
、
異い

教き
ょ
う

ー
ー
邪じ

ゃ

教き
ょ
うと
な
っ
た
多た

神し
ん

教き
ょ
うの
神し

ん

殿で
ん

や
、
彫

ち
ょ
う

像ぞ
う

、
列れ

っ

柱ち
ゅ
うが
、
帝て

い

国こ
く

の
全ぜ

ん

域い
き

に
わ
た
っ
て
、
手て

当あ

た
り
次し

第だ
い

に
、

無む

残ざ
ん

に
破は

壊か
い

さ
れ
ま
し
た
ね
。[
１
， ｐ
１
０
４]

　

破は

壊か
い

だ
け
で
は
な
く
、
殺さ

つ

戮り
く

も
行お

こ
な
う
。
そ
れ
も
他た

宗し
ゅ
うど
こ

ろ
か
、
同お

な

じ
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

内な
い

の
他ほ

か

宗し
ゅ
う

派は

と
の
間あ

い
だで
殺こ

ろ

し
合あ

い
を
す
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

自し

然ぜ

ん

へ
の
畏い

敬け

い

を
説と

く
神し

ん

道と

う

は
世せ

界か

い

の
諸し

ょ

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

と
両り

ょ
う

立り

つ

し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
対た

い

立り

つ

を
和や

わ

ら
げ
る
可か

能の

う

性せ

い

を
持も

っ
て
い
る
。

（３） ２０１９年第５２１６号 	 ４月	 ６日	（土曜日）

〈
加か

瀬せ

〉

　
今

き
ょ
う

日
、
中

ち
ゅ
う

東と
う

と
北き

た

ア
フ
リ
カ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うの
二に

大だ
い

宗し
ゅ
う

派は

で
あ
る
ス
ン
ニ
ー
派は

と
シ
ー
ア
派は

が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、イ
ラ
ク
、シ
リ
ア
か
ら
、イ
エ
メ
ン
、リ
ビ
ア
に
い
た
る
ま
で
、

血ち

を
血ち

で
洗あ

ら

う
凄せ

い

惨さ
ん

な
抗こ

う

争そ
う

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
て
い
ま
す
。・
・
・

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
、
超

ち
ょ
う

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

の
一ひ

と
つ
で
す
が
、
つ

い
こ
の
あ
い
だ
ま
で
北き

た

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
殺こ

ろ

し
合あ

っ
て
、
四よ

ん

千せ
ん

人に
ん

近ち
か

く
が
犠ぎ

牲せ
い

に
な
り
ま
し
た
。[

１
， ｐ
１
０
２]

〈
カ
デ
ロ
〉

　
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
も
、
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
う
も
、
同お

な

じ
よ
う
に
愛あ

い

を
説と

い
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うが
激は

げ

し
い
憎に

く

し
み
を
生う

む
の
は
、
本ほ

ん

末ま
つ

転て
ん

倒と
う

で
あ
っ
て
、
恐お

そ

ろ
し
い
こ
と
で

す
ね
。[

１
， ｐ
１
０
４]

　
こ
れ
が
「
高こ

う

等と
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う」
の
現げ

ん

実じ
つ

で
あ
る
。

　
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うの
も
う
一ひ

と
つ
の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
人に

ん

間げ
ん

と
自し

然ぜ
ん

と
の
特と

く

異い

な

関か
ん

係け
い

で
あ
る
。
旧

き
ゅ
う

約や
く

聖せ
い

書し
ょ

の
冒ぼ

う

頭と
う

の
「
創そ

う

世せ
い

記き

」
に
は
、
こ

う
い
う
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
神か

み

は
自じ

分ぶ
ん

を
象

か
た
ど
っ
て
男お

と
こ
と
女お

ん
な
を
創そ

う

造ぞ
う

し
た
。
神か

み

は
人ひ

と

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
て
言い

っ
た
。「
産う

め
よ
、
増ふ

え
よ
、
地ち

に
満み

ち
て
地ち

を
従

し
た
が

わ
せ
、
全す

べ

て
の
生い

き
物も

の

を
支し

配は
い

せ
よ
」

　
こ
の
点て

ん

に
つ
い
て
、
加か

瀬せ

氏し

は
こ
う
指し

摘て
き

す
る
。

〈
加か

瀬せ

〉

　
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うは
、
人に

ん

間げ
ん

の
天て

ん

下か

で
す
ね
。
人に

ん

間げ
ん

が
自し

然ぜ
ん

の
支し

配は
い

者し
ゃ

で
あ
る
か
ら
、
人に

ん

間げ
ん

が
自し

然ぜ
ん

を
望の

ぞ

む
ま
ま
に
、
〝
煮に

て
も

焼や

い
て
も
〟
好す

き
な
よ
う
に
し
て
よ
い
、と
い
う
も
の
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
う
で
は
、
自し

然ぜ
ん

は
敬う

や
まう
べ
き
も
の
で
も
仲な

か

間ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自し

然ぜ
ん

は
下し

も

僕べ

か
奴ど

隷れ
い

で
あ
っ
て
、
人ひ

と

が
征せ

い

服ふ
く

し
た
う
え
で
、

自じ

由ゆ
う

に
使つ

か

い
捨す

て
て
役や

く

立だ

て
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。[

１
，

ｐ
８
２]

〈
カ
デ
ロ
〉

　
「
シ
ビ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

Ｃ
ｉ
ｖ
ｉ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

（
文ぶ

ん

明め
い

）
の
「
シ
ビ
ル 

ｃ
ｉ
ｖ
ｉ
ｌ
」
は
、「
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
い
」

「
人ひ

と

に
や
さ
し
い
」「
親し

ん

切せ
つ

な
」
と
い
う
意い

味み

で
す
か
ら
ね
。

　

で
も
、
い
っ
た
い
、
空く

う

気き

や
水み

ず

を
汚よ

ご

し
、
森し

ん

林り
ん

や
熱ね

っ

帯た
い

雨う

林り
ん

を
切き

り
拓ひ

ら

き
、
珊さ

ん

瑚ご

礁し
ょ
うを
破は

壊か
い

す
る
の
が
シ
ビ
ル
な
の
で

し
ょ
う
か
。（
笑わ

ら
い）[

１
， ｐ
９
３]

　

カ
デ
ロ
氏し

は
、「
人に

ん

間げ
ん

が
動ど

う

物ぶ
つ

の
上う

え

に
あ
る
」
と
い
う
傲ご

う

慢ま
ん

な
発は

っ

想そ
う

は
、
牧ぼ

く

畜ち
く

が
始は

じ

ま
っ
て
、
人に

ん

間げ
ん

が
家か

畜ち
く

を
飼し

育い
く

す
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
、
と
推す

い

察さ
つ

し
て
い
る
。
中

ち
ゅ
う

東と
う

地ち

域い
き

は
も
と
も
と
緑み

ど
り
が
豊ゆ

た

か
だ
っ
た
。
そ
こ
に
土と

地ち

へ
の
負ふ

担た
ん

の
大お

お

き
い
牧ぼ

く

畜ち
く

や
麦む

ぎ

作さ
く

を
何な

ん

千ぜ
ん

年ね
ん

も
続つ

づ

け
た
た
め
に
、
砂さ

漠ば
く

に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
砂さ

漠ば
く

地ち

帯た
い

に
生う

ま
れ
た
の
が
、「
人に

ん

間げ
ん

が
動ど

う

物ぶ
つ

の
上う

え

に
あ
る
」
と
い
う
特と

く

異い

な
自し

然ぜ
ん

観か
ん

を
持も

つ
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うだ
っ

た
。

　

そ
れ
に
比く

ら

べ
て
、
神し

ん

道と
う

が
発は

っ

達た
つ

し
た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
は
、
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
、
そ
の
恵め

ぐ

み
を
い
た
だ
い
て
生い

き
て
い
た[

ａ]

。
だ
か
ら
こ
そ
、「
人に

ん

間げ
ん

が
動ど

う

物ぶ
つ

の
上う

え

に
あ

る
」
と
い
う
発は

っ

想そ
う

な
ど
は
生う

ま
れ
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
多お

お

く
の
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

の
先せ

ん

祖ぞ

で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
人じ

ん

や
ケ
ル
ト
人じ

ん

は
も
と

も
と
森も

り

の
民た

み

だ
っ
た[

ｂ]

。
だ
か
ら
、
神し

ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

は

彼か
れ

ら
に
と
っ
て
は
幼よ

う

児じ

期き

を
過す

ご
し
た
故ふ

る

郷さ
と

の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
カ
デ
ロ
氏し

の
「
樹じ

ゅ

木も
く

が
新し

ん

鮮せ
ん

な
酸さ

ん

素そ

を

私わ
た
した
ち
へ
の
贈お

く

り
物も

の

と
し
て
い
っ
ぱ
い
吐は

き
出だ

し
て
く
れ
る
」

と
い
う
受う

け
止と

め
方か

た

に
は
、
人に

ん

間げ
ん

と
樹じ

ゅ

木も
く

が
同お

な

じ
生

い
の
ち

命
と
し

て
、
共と

も

に
生い

き
て
い
る
、
と
い
う
感か

ん

じ
方か

た

が
あ
る
。
山や

ま

は
水み

ず

の

源み
な
も
とと
し
て
「
大お

お

き
な
恵め

ぐ

み
を
感か

ん

じ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
山や

ま
へ

の
感か

ん

謝し
ゃ

で
あ
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

が
世せ

界か
い

有ゆ
う

数す
う

の
人じ

ん

口こ
う

密み
つ

度ど

と
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

を
支さ

さ

え
な
が
ら
、
緑

り
ょ
く

地ち

の
比ひ

率り
つ

で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
続つ

づ

い
て
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

中ち
ゅ
う３
位い

と
い
う
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

を
保た

も
っ
て

い
る
の
も
、
こ
の
神し

ん

道と
う

の
「
人に

ん

間げ
ん

は
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
生い

か
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
感か

ん

じ
方か

た

が
今い

ま

も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
中な

か

に
根ね

づ
い
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うの
危き

機き

が
叫さ

け

ば
れ
る
中な

か

で
、
欧お

う

米べ
い

で
も
こ
の
神し

ん

道と
う

の
感か

ん

じ
方か

た

に
近ち

か

い
環か

ん

境き
ょ
う

意い

識し
き

が
高た

か

ま
っ
て
き

て
い
る
。

　

し
か
も
、
神し

ん

道と
う

は
自し

然ぜ
ん

を
崇あ

が

め
、
そ
の
恵め

ぐ

み
に
感か

ん

謝し
ゃ

す

る
「
感か

ん

じ
方か

た

」
で
あ
る
か
ら
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
違ち

が

い
を
乗の

り
越こ

え
て
、

人じ
ん

類る
い

が
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
。
カ
デ
ロ
氏し

が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
な
が

ら
神し

ん

道と
う

に
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

も
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

徒と

も
、
そ
し
て
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

で
す
ら
、
神し

ん

道と
う

に
は
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る

だ
ろ
う
。

　

人に
ん

間げ
ん

の
窮

き
ゅ
う

屈く
つ

な
理り

性せ
い

の
束そ

く

縛ば
く

か
ら
、
し
ば
し
脱だ

っ

し
て
、
共と

も

に
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
を
あ
り
が
た
く
感か

ん

す
る
こ
と
が
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うや
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対た

い

立り
つ

か
ら
逃の

が

れ
る
一ひ

と
つ
の
道み

ち

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

へ
の
道み

ち

で
あ
る
。

　

サ
ン
マ
リ
ノ
は
イ
タ
リ
ア
半は

ん

島と
う

の
中

ち
ゅ
う

東と
う

部ぶ

に
あ
る
世せ

田た

谷が
や

区く

ほ
ど
の
ミ
ニ
国こ

っ

家か

で
、
４
世せ

い

紀き

の
初は

じ

め
に
建け

ん

国こ
く

さ
れ
た
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

と
呼よ

ば
れ
る
。
こ
の
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

と
、

世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
君く

ん

主し
ゅ

国こ
く

・
日に

本ほ
ん

と
の
友ゆ

う

好こ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うが
加か

瀬せ

氏し

で
あ
る
。

　
こ
の
友ゆ

う

好こ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
提て

い

案あ
ん

に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最さ

い

初し
ょ

の
神じ

ん

社じ
ゃ

が
サ
ン
マ
リ
ノ
に
創そ

う

建け
ん

さ
れ
た
。
サ
ン
マ
リ
ノ
に
は
、
欧お

う

州
し
ゅ
う

全ぜ
ん

体た
い

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
多お

お

く
の
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くが
訪お

と
ずれ
る
が
、
こ

の
サ
ン
マ
リ
ノ
神じ

ん

社じ
ゃ

が
神し

ん

道と
う

と
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
理り

解か
い

す
る
た
め
の

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
役や

く

割わ
り

を
果は

た
す
だ
ろ
う
。

　

毎ま
い

年と
し

６
月が

つ

に
は
こ
の
神じ

ん

社じ
ゃ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
催も

よ
おさ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
和わ

食し
ょ
くを
提て

い

供き
ょ
うす
る
屋や

台た
い

１
．
ポ
ケ
モ
ン
が
広ひ

ろ

め
る

　
　

神し
ん

道と
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Nome da nova era imperial 
significa “bela harmonia”, 
diz chancelaria do Japão

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Reiwa (04/04/2019)

O Ministério dos Negó-
cios Estrangeiros do Japão 
instruiu os embaixadores 
do país em todo o mundo 
a explicar que o recém
-anunciado nome da próxi-

ma era imperial, “Reiwa”, 
significa “bela harmonia”.
A medida foi tomada após 
alguns veículos de impren-
sa estrangeiros, incluindo 
a BBC, terem noticiado 

que o ideograma chinês 
“Rei” pode incluir signi-
ficados como “ordem” ou 
“comandar”, dependendo 
da tradução.
A pasta afirmou que a me-

dida visa assegurar que as 
pessoas no exterior com-
preendam o significado 
correto do nome da nova 
era do Japão.

Casal  imperial  do  Japão  realiza 
seu último encontro com dignitários 
estrangeiros

Familia Imperial  (05/04/2019)

O imperador Akihito e 
a imperatriz Michiko, do 
Japão, se encontraram 
com o presidente do Pa-
namá, Juan Carlos Varela, 
e sua esposa, no Palácio 
Imperial em Tóquio. Este 
foi o último encontro que 
o casal imperial realiza 
com chefes de estados e 
dignitários estrangeiros 

antes da sua abdicação 
programada para o dia 30 
de abril.
O presidente e a primeira 
dama do Panamá chega-
ram ao palácio na quin-
ta-feira à tarde e foram 
recepcionados pelo casal 
imperial na entrada.
Segundo informes, Varela 
agradeceu ao imperador 

Número recorde de viajantes 
é esperado durante feriado 
prolongado no Japão

Economia (05/04/2019)

Número recorde de via-
jantes é esperado durante 
feriado prolongado das 
férias de primavera no Ja-
pão.
O período oficial que vai 
de 27 de abril a 6 de maio 
será particularmente mais 
longo este ano, devido à 
abdicação do imperador 
e à ascensão ao trono do 
príncipe herdeiro.
Uma pesquisa realizada 
pela JTB, uma das maiores 
agências de viagens do Ja-
pão, mostra que um recor-
de de cerca de 25 milhões 
de pessoas devem viajar, 
rumo a destinos domésti-
cos ou no exterior, na épo-
ca entre 25 de abril e 5 de 
maio.
Este número representa 
300 mil viajantes a mais, 
em comparação com da-
dos do ano passado. A 
estimativa de 25 milhões 

de pessoas em trânsito é 
a maior já anotada para o 
período, desde que a agên-
cia começou suas previ-
sões em 1969.
A agência calcula que cer-
ca de 24 milhões de pesso-
as devem viajar domesti-
camente. Os destinos mais 
populares serão Hokkaido, 
no extremo norte do país, 
e Okinawa, ao sul. O san-
tuário Ise, na província de 
Mie, onde estão consagra-
dos os ancestrais da famí-
lia imperial, também deve 
receber um grande número 
de visitantes.
662 mil pessoas devem 
viajar para o exterior. A 
maioria pretende visitar o 
sudeste asiático, e o feria-
do prolongado também vai 
dar tempo suficiente para 
os turistas que queiram vi-
sitar a Europa.

pela sua contribuição fei-
ta à paz e à prosperidade 
do mundo. Por sua vez, o 
imperador teria respondi-
do que o ponto mais im-
portante é que não houve 
guerra durante a era Hei-
sei e acrescentou que isto 
se deve ao fato de o povo 
japonês ter considerado 
seriamente a tragédia da 
guerra.
A reunião de quinta-feira 

foi o 354º evento reali-
zado no Japão pelo im-
perador com dignitários 
estrangeiros e o último 
antes da sua abdicação.
Na quarta-feira, o impe-
rador Akihito não partici-
pou de eventos no palácio 
por conta de uma tosse, 
mas se recuperou e aten-
deu aos compromissos 
programados para a quin-
ta-feira.

Coreia do Sul lança 
primeira rede 5G

Tecnologia (05/04/2019)

A Coreia do Sul tomou a 
dianteira na disputa inter-
nacional envolvendo a rede 
5G. As três operadoras do 
país começaram a oferecer 
serviços a usuários de smar-
tphones na sexta-feira.
A rede 5G permite que usu-
ários troquem uma grande 
quantidade de dados e bai-
xem rapidamente imagens 
de ultra-alta definição 4K e 
8K.
As operadoras sul-corea-
nas estão prometendo uma 
variedade de novas experi-
ências, desde jogos de bei-
sebol transmitidos ao vivo 
pela internet a partir de vá-
rios locais nos estádios, a 
encontros virtuais com cele-

bridades.
As operadoras vêm tra-
vando uma disputa acir-
rada com suas concor-
rentes americanas. Na 
quarta-feira, a Verizon, 
dos Estados Unidos, 
anunciou ter lançado o 
primeiro serviço 5G do 
mundo.
Contudo, Seul disse que 
empresas sul-coreanas 
lançaram os serviços a 
usuários primeiro antes 
da Verizon.
No Japão, a rede 5G deve 
estar disponível em algu-
mas partes do país, pos-
sivelmente, em meados 
deste ano.

FamilyMart cria loja de conveniência 
experimental para lidar com falta de 
mão de obra no Japão

Economia (03/04/2019)

Uma das maiores redes 
de lojas de conveniência 
do Japão está testando uma 
nova forma de lidar com o 
problema da escassez de 
mão de obra no país.
O FamilyMart inaugurou 
um estabelecimento que 
confia boa parte do traba-
lho à tecnologia.
A empresa atuou em par-
ceria com a fabricante de 
eletroeletrônicos Pana-
sonic para criar uma loja 
experimental na cidade de 
Yokohama, nas proximi-
dades de Tóquio.
Sistemas de reconheci-
mento facial em alguns 
caixas identificam clientes 
cadastrados e subtraem o 

valor das compras de con-
tas bancárias designadas.
Sensores e câmeras no in-
terior do estabelecimento 
mantêm o controle da situ-
ação. Eles enviam alertas 
até terminais trajados por 
funcionários para alertá
-los sobre a necessidade de 
re-estocar produtos, fazer 
limpeza, etc.
O presidente do Fa-
milyMart, Takashi Sawa-
da, afirmou que a escassez 
de mão de obra em todo o 
Japão é um problema ur-
gente. Ele disse que sua 
empresa quer testar e in-
troduzir quaisquer medi-
das capazes de lidar com a 
questão.

Japão protesta contra exercícios 
militares da Rússia perto de ilha em 
disputa

Rússia   (04/04/2019)

O Japão apresentou pro-
testo formal à Rússia con-
tra a realização de exer-
cícios militares em águas 
próximas a Kunashiri, uma 
das ilhas dos Territórios do 
Norte. O Japão reivindi-
ca a soberania das quatro 
ilhas, que são governadas 
pela Rússia.
Tóquio sustenta que as 
ilhas são parte inerente do 
território japonês e afir-
ma que elas foram ocupa-

das ilegalmente após a 2ª 
Guerra Mundial.
O Ministério dos Negó-
cios Estrangeiros do Japão 
anunciou ter sido infor-
mado na terça-feira pelo 
governo russo de que suas 
forças militares vão reali-
zar exercícios em águas a 
leste do sul de Kunashiri 
entre esta quinta-feira e 
sexta-feira da próxima se-
mana.
Através da embaixada em 
Moscou, Tóquio comu-

nicou à chancelaria russa 
o ponto de vista de que o 
treinamento militar é in-
compatível com a posição 
adotada pelo governo ja-
ponês a respeito das ilhas.
O secretário-chefe do Ga-
binete do Japão, Yoshihi-
de Suga, afirmou a jorna-
listas nesta quinta-feira 
que o governo acredita na 
importância de resolver a 
questão em torno das ilhas.
Explicou que Tóquio 
dará continuidade a um 

trabalho obstinado em 
conformidade com seus 
princípios para resolver a 
questão territorial e con-
cluir um tratado de paz.
A Rússia, que considera 
estrategicamente impor-
tante a região das quatro 
ilhas, realiza com frequ-
ência exercícios militares 
nas ilhas ou em águas pró-
ximas.
Ainda no mês passado, 
Moscou realizou exercí-
cios com tanques de guer-
ra, dos quais participaram 
500 militares em Kunashi-
ri e também em Etorofu, 
outra ilha dos Territórios 
do Norte.

Sul-coreanos  entram  com  novas  ações  em busca 
de  indenização  por  trabalhos  da  época  da guerra

Coreia do Sul (04/04/2019)

Sul-coreanos que afir-
mam ter sido forçados a 
trabalhar para empresas ja-
ponesas na Segunda Guer-
ra Mundial entraram com 
novas ações judiciais em 
busca de indenização.
Na quinta-feira, em Seul, 
31 autores de ação, incluin-
do quatro ex-trabalhadores 
e familiares sobreviventes, 
processaram quatro com-
panhias japonesas. Eles 

exigem até cerca de 88 mil 
dólares de indenização por 
pessoa.
As quatro empresas são: 
Nippon Steel & Sumitomo 
Metal, conhecida atual-
mente como Nippon Steel; 
Mitsubishi Heavy Indus-
tries; Nachi-Fujikoshi; e 
Nippon Coke & Enginee-
ring.
As ações envolvendo ale-
gações de trabalhos da 

época da guerra são as 
primeiras desde que, em 
outubro do ano passado, a 
Suprema Corte da Coreia 
do Sul ordenou que a Ni-
ppon Steel & Sumitomo 
Metal indenizasse um gru-
po de autores de ação.
Advogados e grupos de ci-
dadãos que apoiam ex-tra-
balhadores dizem que pelo 
menos outras 170 pessoas 
planejam dar entrada com 

ações similares contra dez 
ou mais companhias japo-
nesas.
O governo japonês, por sua 
vez, diz que a questão dos 
direitos à reivindicação de 
indenização foi resolvi-
da completamente em um 
acordo fechado em 1965, 
quando os dois países nor-
malizaram seus laços.
Tóquio pede a Seul que 
discuta o assunto com base 
no acordo. No entanto, 
o lado sul-coreano ainda 
precisa tomar uma decisão 
a respeito.
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ろ

い
象ぞ

う

〞（
大た

い

金き
ん

を
投と

う

じ
て
作つ

く

っ
た
割わ

り

に
役や

く

に

立た

た
な
い
施し

設せ
つ

）
に
な
ら
な

　

総そ
う

工こ
う

費ひ

３
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル

と
い
う
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
目め

玉だ
ま

事じ

業ぎ
ょ
うが
い
よ
い
よ
着

ち
ゃ
っ

工こ
う

し
た
。

昨さ
く

年ね
ん

、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うら
の
尽じ

ん

力
り
ょ
く

で
２
５
０
万ま

ん

レ
ア
ル
が
集あ

つ

め

ら
れ
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

今こ
ん

度ど

は
文ぶ

ん

協き
ょ
うが
残の

こ

り
の
資し

金き
ん

を
集あ

つ

め
、
工こ

う

事じ

を
実じ

っ

施し

す
る

番ば
ん

だ
。

　

第だ
い

一い
ち

期き

工こ
う

事じ

の
目め

玉だ
ま

と
な

る
の
は
中な

か

広ひ
ろ

場ば

に
建け

ん

設せ
つ

す
る

パ
ビ
リ
オ
ン
。
延の

べ
床ゆ

か

面め
ん

積せ
き

が
約
１
５
０
０
平へ

い

米べ
い

の
施し

設せ
つ

で
、
二に

階か
い

建だ

て
の
イ
ベ
ン

ト
会か

い

場じ
ょ
うと
な
る
。
地ち

階か
い

に
は

２
５
０
人に

ん

が
収

し
ゅ
う

容よ
う

で
き
る
サ

ロ
ン
の
他ほ

か

、
キ
ッ
チ
ン
や
バ
ー
、

ト
イ
レ
、
更こ

う

衣い

室し
つ

等な
ど

も
設も

う

け

ら
れ
る
。
二に

階か
い

は
壁か

べ

で
仕し

切き

ら
ず
開か

い

放ほ
う

し
、
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

等な
ど

で

利り

用よ
う

可か

能の
う

な
会か

い

場じ
ょ
うと
な
る
。

　

再さ
い

開か
い

発は
つ

委い

員い
ん

会か
い

の
委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
、
ニ
ッ
ポ
ン・カ
ン
ト
リ
ー・

ク
ラ
ブ
理り

事じ

長ち
ょ
うの
佐さ

さ々

木き

ワ

ル
テ
ル
さ
ん
。
同ど

う

氏し

に
よ
れ

ば
、
７
月が

つ

７
日か

の
桜

さ
く
ら

祭ま
つ

り
ま

で
に
は
上

じ
ょ
う

棟と
う

式し
き

を
行お

こ
な
う
よ
う

工こ
う

事じ

計け
い

画か
く

を
進す

す

め
て
い
る
と

い
う
。

　

起き

工こ
う

式し
き

は
浄

じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
うイ
ビ
ウ

ー
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

寺じ

の
桜

さ
く
ら

井い

聡さ
と
し

開か
い

教き
ょ
う

師し

が
務つ

と

め
、
森も

り

田た

聡さ
と
し

領
り
ょ
う

事じ

、
サ
ン
ロ
ッ
ケ
市し

の
エ
テ
ウ

ヴ
ィ
ノ
・
ノ
ゲ
イ
ラ
市し

議ぎ

、
呉ご

屋や

会か
い

長ち
ょ
う、
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

援え
ん

協
き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う、
菊き

く

地ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
粛

し
ゅ
く

々し
ゅ
くと
進す

す

め
ら
れ

た
。
同ど

う

開か
い

教き
ょ
う

師し

は
「
パ
ビ
リ

オ
ン
を
建た

て
る
目も

く

的て
き

は
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
習

し
ゅ
う

慣か
ん

を
普ふ

及き
ゅ
う・

融ゆ
う

和わ

さ
せ
る
こ
と
。
当と

う

地ち

に

受う

け
入い

れ
ら
れ
た
感か

ん

謝し
ゃ

や
謙け

ん

虚き
ょ

な
気き

持も

ち
を
忘わ

す

れ
ず
工こ

う

事じ

を
進す

す

め
て
ほ
し
い
」
と
説と

い

た
。

　
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
呉ご

屋や

会か
い

長ち
ょ
うは

「
こ
の
場ば

所し
ょ

が
次じ

世せ

代だ
い

に
続つ

づ

き
多お

お

く
の
人ひ

と

に
利り

用よ
う

し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
希き

望ぼ
う

を
述の

べ
、

ノ
ゲ
イ
ラ
市し

議ぎ

は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

は
、
教

き
ょ
う

育い
く

や
健け

ん

康こ
う

な
ど

素す

晴ば

ら
し
い
文ぶ

ん

化か

を
伯は

っ

国こ
く

に

も
た
ら
し
た
。
再さ

い

開か
い

発は
つ

後ご

は

市し

と
し
て
も
大お

お

い
に
活か

つ

用よ
う

し

た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

乾か
ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

は
菊き

く

地ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
取と

り
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

奄あ
ま
み

美
の
食

し
ょ
く

事じ

を
楽た

の

し
み
な
が

ら
工こ

う

事じ

成せ
い

功こ
う

を
祈き

願が
ん

し
た
。

移い

住じ
ゅ
う

以い

来ら
い

６
４
年ね

ん

も
同ど

う

市し

に

住す

む
黒く

ろ

木き

慧け
い

さ
ん
（
８
５
、

宮み
や

崎ざ
き

県け
ん

）
は
、
８
２
年ね

ん

の
創そ

う

立り
つ

当と
う

初し
ょ

か
ら
同ど

う

セ
ン
タ
ー
を

　

松
し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

・
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

（
川か

わ

村む
ら

真ま

由ゆ

美み

校こ
う

長ち
ょ
う）
は

「
２
０
１
９
年ね

ん

運う
ん

動ど
う

会か
い

」
を

１
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

半は
ん

ま
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
サ

ン
ト
ア
ン
ド
レ
（P
raca 

D
r. A
rm
a
n
d
o A
r-

ru
d
a P
ereira, 10

0
, 

Santa Teresin
h
a

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

今こ

年と
し

の
テ
ー
マ
は
松ま

つ

、
折お

り
紙が

み

、
五ご

重
じ
ゅ
う
の

塔と
う

、
竹た

け

。
一い

っ

見け
ん

運う
ん

動ど
う

会か
い

と
は
無む

縁え
ん

の
よ
う

だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
運う

ん

動ど
う

会か
い

に
於お

い
て
求も

と

め
ら
れ
る
忍に

ん

耐た
い

力り
ょ
く、
独ど

く

創そ
う

性せ
い

、
団だ

ん

結け
つ

力り
ょ
く、
強

き
ょ
う

靭じ
ん

さ
を
表

ひ
ょ
う

象し
ょ
うす
る
も
の
と
し

て
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
中な

か

か
ら
生せ

い

徒と

自み
ず
から
が
選え

ら

び
出だ

し
た
。

　

開か
い

催さ
い

に
向む

け
て
は
、
２
月が

つ

初し
ょ

旬じ
ゅ
んか
ら
準

じ
ゅ
ん

備び

を
開か

い

始し

。
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

５
年ね

ん

生せ
い

か
ら
９
年ね

ん

生せ
い

ま
で
が
各お

の

々お
の

の
部ぶ

会か
い

に
分わ

か
れ
、
招

し
ょ
う

待た
い

状じ
ょ
う

作さ
く

成せ
い

か
ら
運う

ん

利り

用よ
う

。「
再さ

い

開か
い

発は
つ

を
嬉う

れ

し
く

思お
も

っ
て
い
ま
す
。
孫ま

ご

が
１
０

人に
ん

、
ひ
孫ま

ご

が
４
人に

ん

い
る
の
で
、

彼か
れ

ら
に
向む

け
て
残の

こ

れ
ば
」
と

動ど
う

会か
い

で
使し

用よ
う

す
る
小こ

道ど
う

具ぐ

に

至い
た

る
ま
で
主し

ゅ

体た
い

と
な
っ
て
準

じ
ゅ
ん

備び

に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと
な
っ
た
９
年ね

ん

生せ
い

の
中な

か

森も
り

片か
た

岡お
か

敬け
い

二じ

ル
ー
カ
ス

く
ん
、
木き

多だ

な
お
み
ブ
ル
ー

ナ
さ
ん
は
「
全ぜ

ん

体た
い

を
手て

伝つ
だ

っ

て
進し

ん

捗ち
ょ
く

管か
ん

理り

し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
大た

い

変へ
ん

」
と
苦く

笑し
ょ
う。
木き

村む
ら

明あ
け

美み

教き
ょ
う

諭ゆ

は
「
人ひ

と

を
動う

ご

か
す
に
は
言こ

と

葉ば

を
選え

ら

ん

で
気き

を
配く

ば

ら
な
け
れ
ば
な
ら

　

ブ
ラ
ジ
ル
相す

撲も
う

連れ
ん

盟め
い

（
土つ

ち

屋や

守も
り

雄お

オ
ス
カ
ル
会か

い

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

の
「
第だ

い

４
１
回か

い

聖せ
い

州し
ゅ
う

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

」
が
、
先せ

ん

月げ
つ

２
４
日か

、
聖せ

い

市し

ボ
ン・
レ
チ
ー

ロ
区く

の
常

じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
う

場ば

で
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

、
初は

じ

め
て
成せ

い

年ね
ん

部ぶ

門も
ん

を
加く

わ

え
た
同ど

う

大た
い

会か
い

。
会か

い

場じ
ょ
うに

は
幼よ

う

年ね
ん

か
ら
成せ

い

年ね
ん

ま
で
４
部ぶ

門も
ん

に
参さ

ん

加か

す
る
男だ

ん

女じ
ょ

合あ

わ
せ

た
約や

く

１
５
０
人に

ん

の
力り

き

士し

が
集つ

ど

い
、
互た

が

い
の
実じ

つ

力り
ょ
くを
競き

そ

い
合あ

っ

た
。

　

ま
た
、
前ぜ

ん

日じ
つ

の
２
３
日に

ち

に

は
、
１
０
月が

つ

に
米べ

い

国こ
く

ハ
ワ
イ

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

に
向む

け
た
予よ

選せ
ん

が
開か

い

催さ
い

し
、
各か

く

部ぶ

門も
ん

の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

成せ
い

年ね
ん

部ぶ

門も
ん

で
は
、
ア
オ
ヤ

マ
・
リ
カ
ル
ド
さ
ん
が
ヒ
グ

チ
・
ヨ
シ
ヒ
ロ
さ
ん
を
破や

ぶ

り
、

見み

事ご
と

に
同ど

う

部ぶ

門も
ん

の
初は

つ

優ゆ
う

勝し
ょ
うに

輝か
が
やい
た
。
ア
オ
ヤ
マ
さ
ん
は

喜よ
ろ
こび
つ
つ
も
「
若わ

か

手て

が
も
っ
と

頑が
ん

張ば

り
相す

も

撲う

を
盛も

り
上あ

げ
て

ほ
し
い
」
と
希き

望ぼ
う

を
語か

た

っ
た
。

　

ま
た
、
７
カ
月げ

つ

の
新し

ん

生せ
い

児じ

で
あ
る
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ナ
・
ア
ヤ
・

ヒ
グ
チ
さ
ん
の
土ど

俵ひ
ょ
う

洗せ
ん

礼れ
い

式し
き

も
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

は
個こ

人じ
ん

戦せ
ん

・
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
、
男だ

ん

性せ
い

は
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、

女じ
ょ

性せ
い

は
ノ
ー
ヴ
ァ
・
セ
ン
ト

ラ
ル
が
総そ

う

合ご
う

優ゆ
う

勝し
ょ
うに
輝か

が
やい
た
。

　

結け
っ

果か

は
以い

下か

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く

）。【
個こ

人じ
ん

男だ
ん

子し

】
幼よ

う

い
よ
う
お
願ね

が

い
し
た
い
。
新し

ん

理り

事じ

会か
い

は
本ほ

ん

腰ご
し

を
入い

れ
て
、

改か
い

修し
ゅ
う

後ご

の
国こ

く

士し

舘か
ん

活か
つ

用よ
う

策さ
く

を

考か
ん
がえ
て
欲ほ

し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

松
し
ょ
う

柏は
く

・
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
運う

ん

動ど
う

会か
い

の
４
テ
ー
マ
は
、
人じ

ん

生せ
い

に
も
通つ

う

じ
る
も
の
。
降ふ

り
積つ

も
る
雪ゆ

き

に
も
折お

れ
る
こ
と
な

く
耐た

え
忍し

の

ぶ
「
松ま

つ

」、
一い

ち

枚ま
い

の
単た

ん

純じ
ゅ
んな
紙か

み

か
ら
独ど

く

創そ
う

的て
き

な

作さ
く

品ひ
ん

を
織お

り
成な

す
「
折お

り

紙が
み

」
そ
し
て
、
釘く

ぎ

を
使つ

か

わ
ず

組く

み
立た

て
ら
れ
る
「
五ご

重
じ
ゅ
う
の

塔と
う

」
は
強つ

よ

い
団だ

ん

結け
つ

力り
ょ
くを
示し

め

し
、

「
竹た

け

」
は
躓つ

ま
づ

い
て
転こ

ろ

ん
で
も

立た

ち
上あ

が
る
、
し
な
や
か
さ

で
強

き
ょ
う

靭じ
ん

な
「
竹た

け

」
を
表あ

ら
わ

し
て

い
る
と
か
。
準

じ
ゅ
ん

備び

期き

間か
ん

か
ら

当と
う

日じ
つ

に
至い

た

る
ま
で
の
話は

な
し

を
聞き

く
と
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
要よ

う

素そ

が

随ず
い

所し
ょ

に
詰つ

め
込こ

ま
れ
て
い
る

こ
と
が
分わ

か
る
。
こ
こ
ま
で

生せ
い

徒と

の
成せ

い

長ち
ょ
うを
考か

ん
が

え
抜ぬ

い
て

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
運う

ん

動ど
う

会か
い

と
い
う

の
は
、
日に

本ほ
ん

で
す
ら
な
い
の

で
は
。
素す

直な
お

で
思お

も

い
や
り
に

溢あ
ふ

れ
、
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
い
大お

お

志し

万ま
ん

の
生せ

い

徒と

た
ち
。
こ
こ
か
ら
巣す

立だ

っ
た
彼か

れ

ら
が
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
ど
う
活か

つ

躍や
く

す
る
の
か
楽た

の

し
み
？
！

７
月が

つ

の
桜さ

く
ら

祭ま
つ

り
ま
で
に
竣し

ゅ
ん

工こ
う

へ

パ
ビ
リ
オ
ン
建け

ん

設せ
つ

の
起き

工こ
う

式し
き

な
い
。
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
慕し

た

わ
れ
て

い
る
２
人り

で
も
大た

い

変へ
ん

な
仕し

事ご
と

だ
」
と
話は

な

す
。

　

ま
た
、
父ふ

兄け
い

が
参さ

ん

加か

す
る

競き
ょ
う

技ぎ

も
生せ

い

徒と

自み
ず
から
が
考こ

う

案あ
ん

し

た
。「
お
年と

し

寄よ

り
が
参さ

ん

加か

す

る
競

き
ょ
う

技ぎ

は
危き

険け
ん

性せ
い

が
無な

い
か

な
ど
相あ

い

手て

の
立た

ち

場ば

に
立た

っ
て

考か
ん
がえ
さ
せ
る
。
生せ

い

徒と

が
提て

い

案あ
ん

し
、
先せ

ん

生せ
い

と
何な

ん

度ど

も
相そ

う

談だ
ん

し

て
よ
う
や
く
競

き
ょ
う

技ぎ

が
決き

ま
り

ま
す
」
と
の
こ
と
。
こ
う
し

「
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

目め

指ざ

す
」

松し
ょ
う

柏は
く

・
大お

お

志し

万ま
ん

運う
ん

動ど
う

会か
い

、１
３
日に

ち

に

４
部ぶ

門も
ん

で
約や

く

１
５
０
人に

ん

が
競き

そ

い
合あ

う

第だ
い

４
１
回か

い

聖せ
い

州し
ゅ
う

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

「
色い

ろ

々い
ろ

な
食た

べ
物も

の

を
味あ

じ

わ
っ
て
」

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
１
４
日か

た
経け

い

験け
ん

を
通つ

う

じ
て
、
相あ

い

手て

を

思お
も

い
や
る
心こ

こ
ろ

を
育は

ぐ
く

ん
で
い
る

よ
う
だ
。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
午ご

前ぜ
ん

の
部ぶ

が
１

歳さ
い

半は
ん

か
ら
４
年ね

ん

生せ
い

ま
で
、
午ご

後ご

の
部ぶ

は
５
年ね

ん

生せ
い

以い

上じ
ょ
うが
参さ

ん

加か

す
る
。
リ
レ
ー
、
綱つ

な

引ひ

き
、
鈴す

ず

割わ
り

な
ど
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
種し

ゅ

目も
く

が
用よ

う

意い

さ
れ
て
お
り
、
当と

う

日じ
つ

は
運う

ん

営え
い

か
ら
清せ

い

掃そ
う

ま
で
全す

べ

て
生せ

い

徒と

が
担に

な

う
。
保ほ

護ご

者し
ゃ

に

は
、
手て

作づ
く

り
の
写し

ゃ

真し
ん

立だ

て
の

お
土み

や
げ産
も
。

　

松
し
ょ
う

柏は
く

２
年ね

ん

生せ
い

の
中な

か

森も
り

片か
た

岡お
か

義よ
し

孝た
か

ガ
ブ
リ
エ
ル
く
ん
、
中な

か

村む
ら

ナ
ヴ
ァ
ホ
愛あ

い

美み

さ
ん
は

「
例た

と

え
ば
、
綱つ

な

引ひ

き
は
皆み

な

で

力ち
か
らを
合あ

わ
せ
な
け
れ
ば
勝か

つ

こ
と
は
で
き
な
い
。
友と

も

達だ
ち

と

共と
も

に
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
、
一ひ

と

つ
の

こ
と
を
成な

し
遂と

げ
る
の
が
運う

ん

動ど
う

会か
い

の
醍だ

い

醐ご

味み

で
す
」
と
見み

所ど
こ
ろを
語か

た

っ
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

校こ
う

（
１
１
・

５
９
０
８
・
０
０
１
９
）
ま

で
。

　

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

（
下し

も

平ひ
ら

尾お

哲て
つ

男お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
「
第だ

い

９
３

回か
い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
」
を
１
４
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
、
メ
ト
ロ
の

ビ
ラ
・
マ
リ
ア
ナ
駅え

き

側が
わ

に

あ
る
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
u
a D
o
-

m
in
gos de M

orais, 
15
81

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

食
し
ょ
く

堂ど
う

で
は
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

お
手て

製せ
い

の
な
に
わ
う
ど
ん
、
巻ま

き

寿す

司し

や
散ち

ら
し
寿ず

司し

が
楽た

の

し

め
る
ほ
か
、
お
汁し

る

粉こ

や
パ
ス

テ
ル
も
。
下し

も

平ひ
ら

尾お

会か
い

長ち
ょ
うの
シ

ャ
カ
ラ
で
取と

れ
た
新し

ん

鮮せ
ん

な
筍

た
け
の
こ

の
水み

ず

煮に

も
人に

ん

気き

の
品し

な

だ
。

　

そ
の
ほ
か
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
手し

ゅ

芸げ
い

品ひ
ん

（
編あ

み
物も

の

、
エ
プ
ロ
ン
、

布ふ

巾き
ん

）
を
は
じ
め
、
約や

く

４
０

の
バ
ザ
リ
ス
タ
の
出

し
ゅ
っ

店て
ん

も
あ

110周
しゅう

年
ねん

目
め

玉
だま

計
けい

画
かく

ついに着
ちゃっ

工
こう

国
こ く

士
し

舘
か ん

再
さ い

開
か い

発
は つ

（７） ２０１９年第５２１６号  ４月 ６日 （土曜日）

いよいよ工
こう

事
じ

が始
はじ

まる中
なか

広
ひろ

場
ば

い
」
と
一ひ

と

言こ
と

。
こ
の
ま
ま
今こ

ん

月げ
つ

末ま
つ

に
会か

い

長ち
ょ
う

任に
ん

期き

を
終お

え
、

次つ
ぎ

の
理り

事じ

会か
い

へ
《
不ふ

足そ
く

分ぶ
ん

》

も
含ふ

く

め
て
バ
ト
ン
も
渡わ

た

す
つ

も
り
の
よ
う
。
上

じ
ょ
う

棟と
う

式し
き

を
行

お
こ
な

う
予よ

定て
い

の
７
月が

つ

ま
で
３
カ
月げ

つ

を
切き

っ
て
お
り
、
新し

ん

理り

事じ

会か
い

へ
の
重お

も

い
“
遺い

産さ
ん

”
に
な
り

そ
う
だ
。

　
　
　
　

◎

　

国こ
く

士し

舘か
ん

に
新し

ん

パ
ビ
リ
オ
ン

が
完か

ん

成せ
い

し
て
も
、
同ど

う

セ
ン
タ

ー
が
赤あ

か

字じ

経け
い

営え
い

か
ら
脱だ

っ

却き
ゃ
くす

る
に
は
、
桜

さ
く
ら

祭ま
つ

り
規き

模ぼ

の
イ

ベ
ン
ト
を
年ね

ん

間か
ん

３
〜
４
回か

い

は

実じ
っ

施し

し
な
い
と
難む

ず
か

し
い
と
い

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

記
き

念
ねん

の集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

高
たか

瀬
せ

さん、久
く

保
ぼ

婦
ふ

人
じん

部
ぶ

長
ちょう

期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

　

国こ
く

士し

舘か
ん

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

き
ょ
う

会か
い

の
羽は

鳥と
り

慎し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
う（
７
８
、

群ぐ
ん

馬ま

県け
ん

）
も
「
今い

ま

ま
で
イ
ベ

ン
ト
を
す
る
時と

き

は
テ
ン
ト
を

借か

り
て
い
た
。
常

じ
ょ
う

設せ
つ

の
会か

い

場
じ
ょ
う

が
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
」

と
喜よ

ろ
こん
だ
。

年ね
ん

Ｃ
＝
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
リ
、

同ど
う

Ｂ
＝
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ウ
グ
ス

ト
、
同ど

う

Ａ
＝
ル
ー
カ
ス
・
リ

ベ
イ
ロ
、
少

し
ょ
う

年ね
ん

＝
ペ
ド
ロ
・
ヘ

ン
リ
ッ
ケ
・
ヴ
ィ
ラ
ル
バ
、
青せ

い

年ね
ん

＝
ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ
ロ
・
ヴ
ィ

ラ
ル
バ
、
成せ

い

年ね
ん

＝
リ
カ
ル
ド
・

ア
オ
ヤ
マ
【
個こ

人じ
ん

女じ
ょ

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
＝
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ア
ル

ヴ
ェ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
、

同ど
う

Ｂ
＝
ロ
ハ
ネ・
ヴ
ィ
ト
リ
ア・

シ
ル
ヴ
ァ
、
同ど

う

Ａ
＝
ア
ナ
・
カ

ロ
リ
ー
ナ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ

ダ
、
少

し
ょ
う

女じ
ょ

＝
コ
リ
ナ
・
ク
レ

メ
ン
テ
、
青せ

い

年ね
ん

＝
ギ
オ
ヴ
ァ
ン

ナ
・
ノ
エ
ナ
タ
、
成せ

い

年ね
ん

＝
サ

ラ
・
ル
イ
ザ
・
ゴ
メ
ス
【
団だ

ん

体た
い

男だ
ん

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
、
Ｂ
＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、
同ど

う

Ａ
＝
サ
ン
パ
ウ
ロ
、

少し
ょ
う

年ね
ん

＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、
青せ

い

年ね
ん

＝

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

、
成せ

い

年ね
ん

＝
サ
ン
パ
ウ

ロ
【
団だ

ん

体た
い

女じ
ょ

子し

】
幼よ

う

年ね
ん

Ｃ
＝

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

、
同ど

う

Ｂ
＝
ノ
ー
ヴ
ァ
・

セ
ン
ト
ラ
ル
、
同ど

う

Ａ
＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、
少

し
ょ
う

女じ
ょ

＝
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

、
青せ

い

年ね
ん

＝
ノ
ー
ヴ
ァ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
、

成せ
い

年ね
ん

＝
ノ
ー
ヴ
ァ
・
セ
ン
ト

ラ
ル

る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
久く

保ぼ

美み

恵え

子こ

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
高た

か

瀬せ

千ち

秋あ
き

さ
ん
は

「
何な

に

と
言い

っ
て
も
食

し
ょ
く

事じ

が
人に

ん

気き

。
な
に
わ
う
ど
ん
や
寿す

司し

は
美お

味い

し
い
と
好こ

う

評ひ
ょ
うで
、
早は

や

く
売う

り
切き

れ
て
し
ま
う
こ
と

も
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
味あ

じ

見み

し
て
楽た

の

し
ん
で
頂い

た
だ

け
れ

ば
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

会か
い

（
１
１
・

５
５
４
９
・
７
２
２
６
）
ま

で
。
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